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1．この索引は，「古今訓点抄」（古典保存会複製本に拠る）に声調点のさされているすべての語を検索し厚る

　ようにしたものである.

2．語を品詞に分類した品詞別索引とし，第一部は体言・.勣詞ｉ形容詞・副詞・述語・宇音語とする．連語・

宇音語は便宜上設けた部類である．第二部は肋勣詞・助詞とする.

3.Ｉ第一部の記敏要領は次の例のごとくである.

　　　　イナバノヤマ〔稲羽山〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'‥

　　　゛’１5８※イナハノ山（平上平濁○ー）３65
　　　　　　　　　　　　　‐
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　「バ」を，この索引では係助詞「ハ」に入れた.

　「古今訓点抄」の声訓点については，すでに，

　岡田尚子氏「日本轡紀古写本のアクセントと古今訓点抄のアクセントについて」（女子大文学・第８号・

昭和31・ 3,第９号・昭和31 ・12）

にくわしい報告がなされた．また索引には，　　　　ヽ

　神戸大学国語研究会編『古今訓点抄総索引』（昭和34・ 1）

が公にされており，更に，

　秋永一枝氏「古今和歌集声点本の研究資料編」（昭和47・3）

も出版された．それらを承けて今更の感があるが，作成方針を娃とは異にしているのであるから，験尾に付

して何らか役立つこともあろうか.

　　　＜主な参考文献＞上掲のものを省く．

築島　裕博士「浄弁本拾遺和歌集所載のアクセンＨこ就いて」（「国語アクセント論望」所収．昭和26 ・12）

秋永一枝氏「古代のアクセント註記からみた古今和歌集解釈の諸問題」（国文学研究・第12集所収．昭和30 ・

　8）　｀･

同　　「「古今問答」私見」（国文学研究・第22集所収・昭和35 ・10）

同　　「懸詞の発音についてー古今集声点本を中心に一」（「岡一男博士頌寿記念論集平安朝文学研究」所収．

　昭和46・ 3）

同　　「懸詞考一古今集声点本を中心にー」（「金田一博士米寿記念論集」所収．昭和46 ・10）

山内洋一郎氏「野飼ひの駒一古語「のがふ」の発掘と古本説話集とー」（国語国文・第41巻第七号所収．昭和

　47・7）

金田一春彦博士「四座躊式の研究」（昭和39・3）

図書寮木・観智院本矧聚名義抄（複製）

【第　一1　部】

　〔体　　言〕

＜ア　行ン

アガタミ〔謳見卜

　420　アカタミニハ（平平濁平上上平) 938詞

アキ〔秋〕

　109　アキコソ（平上.平平) 214

アキケイコ〔|月慧子〕　→アキラケイコ

アキダ〔秋田〕

　345　アキタ（平平平濁) 776

アキハギ〔秋萩〕　　　　　　　　　　　　・

　105　アキハキモ（○平○平濁○）198

アキラケイコ〔明慧子〕

　392　7牛慧゜子（平平○○○）885詞

　393　アキラ慧子･（平平平一) 885詞
　　　　　　　-
アク〔灰汁〕　→アク〔飽〕

アケ〔明〕

　256　アケタテハ（上平平上平濁) 543

アサ〔朝〕

　158　アサタチテ（平平上濁平平･) 366 .

　499　アサタチクレハ（平平上濁平平上平濁）

　　　1071

　アサカノヌマ〔安秋沼〕

　32･2　アサカノヌマノ（平平平平上平○）677

’アサカヤマ〔安積山〕

　　12　アサカ山（平平平一）索25

　　12　アサカ山（○平濁平－）索25
　　　　　　－

　アサノキヌ〔麻衣〕

　　494　アサノキヌナリ（平○○平上○○）1068

　アサボラケ〔朝〕1

　　146　アサホラケ（平平平濁上平) 332

　アサミドリ〔浅緑〕

　　36　アサミトリ（上平上上濁平）索97

，アシ〔足〕

　　277　アシタユク（平平平濁上平) 623

’･アシガキ〔葦垣〕　　　　　　¨　．．’ト’
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　242　アシカキノ（上上.上濁平○）506

アシベ〔葦辺〕

　33　アシヘ（上上上濁）索87

　356　アシヘヨリ（上上上濁平平) 819

アスカガハ〔飛鳥川〕

　137　アスカヽハ（平平平上偏平) 284　左注

アスカノカハ〔飛鳥川〕

　298　アスカノ河ノ（平平土止－○）720
　　　　　　　　－

アソビ〔遊〕→オホミアソビ・カミアソビノウ

　タ

アダ〔徒〕，

　118　アタノ（上平濁平) 229

　331　アタナレ（上平濁平平) 746

アダシゴコロ〔徒心〕

　527　アタシコヽロヲ（上上濁上上濁上平○）

　　1093

アヅマウタ〔東歌〕

　521　アツマウタ（平平濁平○○）

アヂジノヤマ〔穴師山〕

　507　アナシノヤマノ（上平上濁上○○○）

　　1076

アナタ〔彼方〕

　387　アナタモ「」ニ平平平) 877

アナタオモテ〔彼方面〕

　388　アナタオモテソ｀（上平平平平平上濁）

　　883

アハヂシマヤマ〔淡路島山〕

　406　アハチシマヤマ（上上上濁平平平平）

　　911

アハノスケ〔安房介〕〔阿波介〕

　431　アハノスケ（平平○○○）969詞

アブクマ〔阿武隈〕

　522　アフクマニ（平上上上上）1087

アブゴ〔初〕　→アフ〔会〕

アフコノアソム〔恰子朝臣〕

　85　アフコノ（平上上上）107

アフミ〔近江〕　→アフ〔会〕

アフミヂ〔近江路〕

　520　アフミチヤ（平平上平濁上) 1086

アフミブリ〔近江振〕

　　　　　　　　　　　　　（ﾏヽ）　498　アフミフリ（平平上上上）1071題

アベノナカマロ〔安倍仲麿〕

ろ1

　179　アヘノナカマロ（上上濁○平上上上）’

　　406

アボノッネミ〔阿保経覧〕

　218　アホノッネミ（上上濁○平平上) 458

アマ〔海人〕

　433　アマト（平平○）973

　323　イセノアマノ（上.平○平平○）683

アマグモ〔天雲〕、

　９　アマクモ（平平平濁平）索20

アマテルオムカミ〔天照大神〕

　５　アマテルオム神ノ（○○平上平上.－○）
　　　　　　　　　～
　　索15

アマネイコノアソム〔洽子朝臣〕　→アフコノ

アソム

　85　アマネイコ･ノアソム（平平平上上○○○

　　○）107ヽ

アマゼコ〔天彦〕　　　　　　　　　　　　’

　451　アマヒコノ（平平上濁平○）1002

アラ〔荒〕ヽ→モトアラ　　ノ

アラヲダ〔荒小田〕　　　　　　　　　　　　ご

　355　デラヲタヲ（上上上平濁平) 817

7リガ〔在処〕

　438　アリカサタメヌ（平平平濁平平濁平上）

　　989

アリソウミ〔荒磯海〕

　20　アリソウミノ（平上上平上○）索43

アレ〔我〕

　501　アレト（平上上) 1072

アワ〔泡J

　194※ﾉﾂtヽヲカ・タマノ（平平上上平平○）

　　431

アヲツヅラ〔青葛〕

　　　　　　　　　　　　（ﾏﾏ）　305　アヲツヽラ（上上上濁上濁上) 742

アヲヤギ〔青柳〕

　51　アヲヤキノ（上上上平濁○）索142

イカガサキ〔一崎〕　→イカガ〔如何〕

　216　ｲ゛カヽ､サキ（上上上濁上上) 457題

イカゴノアッユ牛〔伊香子篤行〕

　162　イカコノアッユ牛（上上上濁○上上上

　　平) 373

イカホノヌマヽ〔伊香保沼〕

　456　イカホノヌマノ（上上上平平平○）1003

イクソバク〔幾十許〕　　　　　　‥　　ノ
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　225※イクソハクワカ（平上上平濁平平上濁）

　　464

イクヨ〔幾世〕

　419　イクヨシモ（○○平平上) 934

イケ〔池〕　→オホサハノイケ

イザヨヒ〔猶予〕

　326※イサヨヒニ（平上濁上上上）690

イサリe漁〕

　425　イサリセムトハ（上上濁上上上○○）

　　則

イシ〔石〕　→サザレイシ

イセウタ〔伊勢歌〕

　537　イセウタ（上上○○）1099題

イセノアマ〔伊勢海人〕

　323　イセノアマノ（上平○平平○）683

イセノウミ〔伊勢海〕

　244　伊勢ノウミノ（上上○平上○）510

イソノカミ〔石上〕

　396　イソノカミ（上上○上上）･886

イソノカミデラ〔石上寺〕　　　　　　’

　94　イソノ神テラニテ（○○○一上濁平○○）
　　　　　　－

　　t44詞

イソノカミナムマツ〔石上並松〕

　377　イソノカミノナムマツ（）二上上上上○

　　平平平上）870詞

イタヅキ〔労〕

　16※イタッキノ

イタヰ〔板井〕

　511　イタヰノ

イッ〔何時〕

（ヽ7°｀上濁両様無州）゛･34平平平濁平○　　　木

（平平平口）1079

　219※イツカラサキニ（平上上上上上O) 458

　443　イツハカリ’（平上上濁上平) 997詞

イヅモデラ〔出雲寺〕

　261　イツモテラニ（平上濁上上濁平平う556

　　詞

イヅラ〔何〕

　384　イツラ

　422　イツラ

イト〔糸〕

（平上濁上) 874

（平上濁上) 943

　293　イトヲ（平上○）703

イナバノヤマ〔稲羽山〕

　158※イナハノ山（平上平濁○－）365

イナブネ〔稲舟〕

　525　イナフネノ（平平平濁上O) 1092

イハ〔岩〕　ｽ

　■238　イハ（上平)492

イパカキモミヂ〔岩垣紅葉〕

丿35∧イハカキモミチ（ようドヒ平平平平濁）

犬282

イハシミヅC石清水〕

252　イハシミツ（上上上平平濁) 537

1　186　イでケウク（上平平上平) 418詞

イヘヰ〔家居〕

　　58　イヘヰシ（平平平上）16

　イマ･〔今〕

　　33レイマハ･（平上上) 746

　　344　イフシハト（平上平上平) 773

≒･イマミチ〔今道〕　→フルノイマミチ

ダイ母〔妹〕

　　501　イモト「平土」こ) 1072

　イレ･ヒモ･〔入組〕.

　　255　イレヒモノ（土止上上○）541

:うグヒス〔鶯〕

　　　　　　　　　　　　　（ﾏﾏ）（ﾏﾏ）　　18今峨ウクヒストノス（上平上平濁平･○○）

　　　422　　　　　　　’

　jウヂヤマ〔宇治山〕

　　42ダ　ウチヤマノ（平平濁上平○）索107

　ウツシゴコロ〔現心〕

　　294　ウ’ツシコヽロハ.（土.上上○○○○）711

　ウツセミ〔現身〕　→ウツス〔移〕

　ウツブシソメ.〔空五倍子染〕

　　四4　ウツフシソメノ「」二上上濁上上濁土.０）

　yl　　･1068

　ウツリガ〔移香〕

　　　　　（ツ）.. 386　ウロリカ（平口平平濁) 876

　ヴネノノベＴ野〕･

　　499　ウネノノニ（上上上平上) 1071

・ウバタマ〔烏羽玉〕

　　207　ウハタマノ「」二上濁士.平○）449題

　　311　ウハタマノ（上上濁平･平○）647

.ウヒ･〔初〕

　　196　ウヒニソ（上上上平濁) 436

　ウミ〔海〕　→アリソウミ・イセノウ

、ウミベ〔海辺〕

．
～
へ
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　180　ウミヘニテ（平上上濁ＯＯ）406左注

ウミベタ〔海辺〕→ウム〔倦〕

ウモレギ〔埋木〕　→ムモレギ

ウ･レ〔末〕

　　　　　（マヽ）　398　ウレヲモミ（○上上上■.＼) 891

エ〔枝〕　→カタエ・フルエ・ホヅエ

オイ〔老〕

　64　オイ（平平）36

オ牛〔沖〕．

　　　　（オ）　226※ナキヒムトキヤ（平平○○○○○）466

オキツナミ〔沖浪〕

　408　オヰツナミ（平上上○○）915

オキツノハマ〔興津浜〕

　407※オキツノハマニ（平平平○○○○）914

オキビ〔熾火〕

　　　（マヽ）　226　ヲキヒ（上上上濁) 466題

オ牛べ〔沖辺〕

　251　オキヘニモ（平平上濁上.平) 532

オクテ〔晩稲〕

364※オクテノ（平上上○）842

オツシカツチ〔凡河内〕

　47　ヲツシカツチノ（上上上上○平○）索128

オト〔乙〕

　184　オト（平上) 413

オハラノ〔大原野〕

　　　　（ﾏり　380　ヲハラノニ（上上上上上) 871詞

オホアラギノモリ〔大荒木森〕

　400　オホアラキノモリ（平平平上上濁○○

　　○）892

オホイマウチギミ〔大臣〕

　56　オホイマウチキミ（平平上平上上上平）

　　　７左注

オホウタドコロノオムウタ〔大歌所の御歌〕

《部立》･

　　　　（マヽ）　495　ヲヽタトコロノオムウタ（上○上､上濁

　　上.平○○○○○）

オホカハ〔大川〕

　286　オホカハ（平平平平) 699

オホサザキ〔大鰯鶴〕　　　

（ママ）　　　　　　　　1
　10　オホサヽ牛ノ（平平平上平○）索22

ホオサハ〔大沢〕

　　133　オホサハノ池（平平上上○－）275詞
　　　　　　　　　－
オホシカフチ〔凡河内〕　→オツシカツチ

･ろろ

オホナホビノウタ〔大直毘歌〕

　　　　　　　　（マヽ）　496　オホナホヒノウタ（平平平上平○○○）

　　1069題

オホハラ〔大原〕　　
（。）

　380　オホハラヤ（平平濁平上平) 871　｀’

オホハラノ〔大原野〕　→オハラノ

オホブネ〔大舟〕

　243　オホフネノ（平平平濁上○）508

オホミアソビ〔御遊〕、

　403　オホミアソヒ（平平平平上平濁) 903

オホミギ〔大御酒〕

　177　オホミキナムト（平平上上○○○）397

　　詞

　382　オホミキノ（○○上上○）874詞

オホヰ〔大堰〕

　142　オホヰニテ（平平上○○）312詞

オムカミ〔大神〕　→アマテルオムカミ

オムベ〔御嘗〕

　　　（ﾏヽ）　516　ヲムヘノ（平平上濁O) 1082左注

　519（yyヘノトヨム（平平上濁○○○○）

　　1085左注

オモテ〔面〕　→アナタオモテ

オモニ〔重荷〕

　　　（ﾏ‾て）　　　　　　　　　　　　　　　　｀　490　ヲモニト（上上上平）1058

オモヒ〔思〕

　128　オモヒハ（平平平上) 254

　416　オモヒ（平平平) 930

オロシ〔下〕

　382　オロシト（平平平平) 874詞

　＜カ　行＞

　力〔彼〕

　　219　カノカタニ「」二〇上平○）458

　が〔処〕　→アリガ・カクレガ

　カガリビ〔笥火〕

　　249　カヽリヒニアラヌモノカラ（上上.濁上

　　　上濁）ﾕ○○○平平上平) 529

、力牛〔垣〕　→イハカキモミヂ・カミカ牛・ミ

　　カキ･･ヤヘカヰ・アシガキ

　カ牛〔掻〕　→ハネガ牛

　力牛ホ〔垣穂〕

　　283　カヰホニ（上上平○）695
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カクナワ〔結果〕

　447　カクナワニ（上上上平平）1001

カクレ〔隠〕　→ミエガクレ

カクレガ〔隠処〕

　　　　　　　　　　　　（ママ）　423　カクレガニ（平平平平上) 950

カゲ〔影〕

　341　カケハカリノミ（平よ濁平濁平平○○）

　　764

　369　カケカクシ（平上濁平上平) 846

カゲ〔蔭・影〕　→ミカゲ

カサドリ〔笠取〕

　130　カサトリノ山ハ（平平平濁上○一〇）
　　　　　　　　－

　　261

カサユヒ《地引

　503　カサユヒノ（平平上平○）1073

カシハ〔柏〕　→モトカシハ

カスミ〔霞〕　→ハルカスミ

カゼ〔風〕　→ノカゼ

カセヤマ〔鹿背山〕

　182※コロモカセヤマ（○○○平上上平）408

力夕〔方〕

　219　カノカタニ（上○上平○）458

力夕〔方〕　→ユフサ（リ）ツカタ・ヲチカ

　タビト・セムカタ

カタ〔潟〕

　33　カタヲナミ（平平上○○）索87

力夕工〔片枝〕

　538　カタエ（平上上) 1099

カタコヒ〔片恋〕

　254 ｡カタコヒハ（平平平平上) 540

カタノ〔交野〕

　222　カタノ（平上平) 462題

力夕へ〔片方〕

　99　カタヘ（平上上) 168

カタミ〔度〕　→ハナガタミ

カヂ〔梶〕

　217　カチニ（上平濁平) 457

カツミ〔勝見〕　→ハナガツミ

カヅラ〔鬘〕　→ヤマカヅラ

カヅラ〔葛〕　→マサキノカヅラ

カヅラキ〔葛城〕

　13　カツラキノ（上上濁上上○）索25

カＦ〔門〕

　428　カトサセリ（上平濁平上○）964

　カナシビ〔悲〕

1　50　カナシヒ（上上上上濁）索141

･カナタ〔彼方〕

　　165　コ ナタカナタニ（上上平上平平○）379

　　359　コナタカナタニ（上平平上平平平) 825

　　左注

･力土ハザクラ〔樺桜〕

　191　カニハサクラ（上上上上濁上.平) 427題

　カネミノオホキミ〔兼ｍ王〕

　　122　カネミノオホキミ（平平上○平平上上）

11　　　237

　カノモ〔彼面〕　→コノモカノモ

　カハ〔川・河〕　→アスカノカハ・オホカハ・

　　ヨドカハ・アスカガノｖ･カミヤガハ・スミダ

　　ガハ・タツタガハ・ニシカハ・ヒノクマガハ

　　I･フヂガハ・フユガハ・ホソタニガハ・ミタ

　　ラシガハ・ヨシノガハ・ヨドカハ

　カハギリ〔川霧〕

　　156　カハキリ「」ニ上上濁平) 361

　　245　カハキリノ（上上上濁平O) 513

゛カハセウエウ〔河逍遥〕

　　101　カハセウエウ（上平平上上上) 170詞

　カハナグサ〔川菜草〕

　　206　カハナクサ（上上上上濁平) 449題

.カヒウタ〔甲斐歌〕

　　532　カヒウタ「」二上○○）1097題

　カヒガネ〔甲斐嶺〕

　　533　カヒカネヲ（上.上上濁平上) 1097

　カヒヂ〔甲斐路〕　→ユキカヒヂ〔行交路〕

　カヘ.〔換〕　→ココロガヘ

　カヘリミ〔顧〕

　　454 ・カヘリミモセヌ（平平平上平上上）1002

　カヘルサマ〔帰方〕

　　171　カヘルサマニハ（平平上上上上○）389

　カヘルヤマ〔鹿蒜山〕　→カヘル〔帰〕

　カミ〔髪〕　→クロカミ

　カミアソビノウタ〔神遊歌〕《部立》

　　504　神アソヒノウタ（一平上平濁○○○）

　カミカ牛〔神垣〕

・505　神力牛ノ（一上平O) 1074
　　　　－
　カミヤガハ〔紙星川〕
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　220　カミヤカハ（平平平上濁平) 460題

カムナビ〔神奈備〕

　127　神ナヒノ（一上平濁○）253
　　　－

カムナリノツボ〔神鳴壷〕

　103　カムナ（リ）ノツホ（平平平（平）○

　　上.上濁) 190詞

カメC亀〕　→コガメ

カラ〔骸〕

　266　ムナシギカラノ（○○○○上平○）571

カラ〔幹〕･→フルカラヲノ

カラサキ.〔辛崎〕　’→イツ〔何時〕

　218　カラサ牛（平平上平) 458題

カラコト〔唐琴〕　→ケサ〔今朝a

　215 ’カラコト.ヽイフ（平平平上平○○）456

　　詞

カラハギ〔唐萩〕

　206　カラハ牛（平平平平濁）448題

カリ〔狩〕

　185　カリニ（平上○）418詞

　186　カリシテ（平上.上平) 418詞

カリコモ〔刈菰〕　　　　　　　　.

　235　カリコモノ（上上.上上上）485

カリゴロモ〔狩衣〕

　270　カリコロモ（上上.上濁上.平) 593

キ〔木〕　→ヲガタマノキ・ムモレギ

キサイノミヤ〔后宮〕

　57　キサイノミヤ（平上平○○○）12詞

キヌ〔衣〕　→アサノキタ・キヌギヌ

キヌギヌ〔衣衣〕

　281　牛ヌヰヌ（平上上頂上■.)637

キネ〔巫女〕

　506　牛ネカモ「平上」ニ平) 1075

牛ノトシサダ〔紀利貞〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ママ）　431　キノトシサタカ（○○○○○○平) 969

　　詞

牛ビ〔吉備〕

　514　牛ヒノ（平上濁○）1082

キビノクニ〔吉備国〕

　516　牛ヒノ国（平上濁○－）1082左注
　　　　　　　－

キリ〔霧〕　→カハギリ

キリギリス〔益〕‘

　104　牛リ.キリス（平上上濁上平) 196

ろ5

クaク語法10　→キク（聞）．’ヨシ（良）

　ナク　→コヱ（声）・ハナ（花）・アフ（敢）・

　　　カク（懸）・カル（枯）・牛ユ（消）・ク

　　　（来）・ツク（着）・ミル（見）

　マク　→アル（荒）・アヒミル（相見）・ミル

　　　（見）

クサ〔種〕　→ヤチクサ

クサ〔草〕　→シタクサ・ツキクサ・フュクサ

　・ミクサ・カハナグサ・シノブグサ

クス〔屎〕《人名》

　487　クス（平上) 1054

クダニ〔苦胆〕

　195　クタニ（平上濁上) 435題

クメノサラヤマ〔久米佐良山〕

　517　クメノサラヤマ（平平平上上上平) 1083

クモ〔雲〕　→アマグモ

クラブヤマ〔暗部山〕

　64　クラフヤマニテぐ上上上濁上平○○）39詞

クロカミ〔黒髪〕　　　　　　　　　　.、

　221　クロカミヤ（平平平平上）460

ケケレ〔心〕　→ココロ

　534　ケヽレナク（平平平上上）私追記ケヽ

　　レ（上上上）如此当流二黙セルモアリ1097

ケサ〔今朝〕

　216※ケサカラコ･トニ（平上上上平上○）456

ケヅリバナ〔削花〕

　204　ケツリハナ（上上.淘上上濁上) 445詞

ケニゴシ〔牽牛子〕

　202　ケニコシ（平上上濁上) 444JS

　203※ウチツケニコシトヤ（平上上上○平上

　　平平) 444

ヶフ〔今日〕

　182　ケフ（平○）408

コ〔此〕

　14　コノハナ（上.上○○）索32

コ〔蚕〕

　19　カフコノ（平上平平）索40　　、、

ゴ〔碁〕

　439　コウチケル人ノ（上濁平上上平－○）
　　　　　　　　　－

　　991詞

ゴ〔期〕

　490※アフコナキコ’ソ（平上平濁平上○○）
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　　1058

コガメ〔小亀〕

　384※コカメヤ（上上濁上上) 874

コケ〔苔〕　→サガリコケ

ココロ〔心〕　→ケヽレ・アダシゴコロ・ウツ

　シゴコロ

　265　コヽロミム（平平上○○）568

　38　コヽロモテ（○○○平上.）索98

ココロアテ〔心当〕

　134　心アテニ（―上上上) 277
　　　－
ココロガヘ〔心換〕

　254　コヽロカヘ（平平平平濁平) 540

ココロバセ〔心馳〕

　213※心ハセヲハ（一上濁平上平濁）454
　　　－
コシ〔越〕

　62　コシヘ（平平上）30詞

　161　コシヘ（平平上）370詞

コシヂ〔越路〕　→オモヒク〔思来〕

コジマ〔小島〕　→ミツノコジマ

コソ〔去年〕

　333　コソヲ（平上濁上) 747詞

コチ〔近〕　→ヲチコチ

コト〔事〕

　　　　唄也　17　コトニ（平平○）索38

　　　　事也　426　コトニ（平平上) 962詞

コト〔言〕　→ネギコト・ヒトゴト・ムツゴト

　293　コトノミソ（平平上平平濁) 711

コト〔筝〕

　268　コトノ（平上○）586

ゴト〔如〕

　176　コトナラハ（上濁平平平○）395

　319　タギツセノコト（上上上平○上濁平）

　　673

372

475

コトナラハ（上濁平平上平濁) 854

　　　　　　　　　　　　　　　（ﾏﾏ）ウレハシキコト（平平平平上平濁平）

　　1027

コトツテ〔言伝〕

　537　コトツテヤラム（平平平上上上上) 1098

コトノハ〔言葉〕

　372　コトノハサヘモ（○○○上上上○）854

コトバ〔詞〕

　48　コトハ（平平平濁）索137

,コナタ〔此方〕

　　233　コナダニ（上平平平) 473

　　359　コナタ「」ニ平平)825左注

　コナタカナタ〔此方彼方〕

　　165　コナタカナタニ（上上平上平平○）379

　コノシタツユ〔木下露〕

　　524　コノシタツユハ（平平上上平上○）1091

　コノハナ〔木の花〕

　　15　コノハナ（平平○○）索32

jコノモカノモ〔北面彼面〕

　529　コノモカノモニ（上平平上平平○）1095

　コハギ〔小萩〕

　　327　コハキ（上上上濁) 694

　コヒ〔恋〕　→コヒマサル・カタコヒ・ツマゴ

　　ヒ

　　245　コヒヲシ（平平上上) 512

　コムラサキ〔濃紫〕

　　327　コムラサキ（平平上上平) 693

　コメ〔範〕　→ツマゴメ

　コモ〔菰〕　→カリコモ

　コモリ〔箇〕　→フユゴモリ・マユゴモリ

　コヨロギ〔小余綾〕

　　384　コヨロキノ（平平上上濁○）874

　　527　コヨロキノ（平平上上濁○）1094

　,コロモ〔衣〕　→カリゴロモ

　コヱ〔声〕

　　156　コヱナラナクニ（平上上平上平平) 359

　　　　　（ﾏﾏ）　　253　コエニ（平上○）539

＜サ行＞

サカリ･〔盛〕

　399　サカリハモ（上上上上平) 891

サガリコケ〔下苔〕

　207　サカリコケ（平平濁平平平）450題

サガリバ〔下葉〕

　399　サカリハモ（平平濁平平濁上) 891

サカヰノヒトサネ〔酒井人真〕

　329　サカヰノヒトサネ（○○上○○○上上）

　　743

サキ〔先〕

　219必イツカラサキニ（平上上上上上○）458



「古今訓点抄」品詞別索引並に覚え轡　　　　（東辻）

　371　サキニ（）ﾆ上上) 850

サキ〔崎〕　→イカガサキ・カラサキ・ヲクロ

　ザキ

サクラ〔桜〕　→カニハザクラ

サケ〔酒〕

　96　サケ（上上) 161詞

ササガニ〔蜘蛛〕

　3祠　サヽカニノ（上.上平濁平○）773

サザキ〔漏鵬〕　→オホサザキ

ササノクマヒノクマガハ〔小檜順檜隈河〕

　513　サヽノクマヒノクマカハ（上上上平平

　　平平平平上濁平）1080

サザレイシ〔細石〕

　26　サヽレイシ（上上濁上上平）索64

　149　ササレイシノ（上上濁上上平○）343

サダカ〔定〕

　66　サタカニナム（平上濁平平平平）42詞

サダノノボル〔貞登〕

　342　サタノノホル（平平濁平上上濁平) 769

サホヤマ〔佐保山〕

　131　サホヤマノ（上上上平○）266

サマ〔方〕　→カヘルサマ

サメ〔雨〕　→ハルサメ

サヤノナカヤマ〔小夜中山〕

　535　サヤノナカヤマ（○○○平平平平) 1097

　271　サヤノナカヤマ（○○○平平平平) 594

サヨナカ〔小夜中〕

　103　サヨナカト「」ﾆ上上上平) 192

サラシナ〔更級〕

　387　サラシナヤ（平平平上上）878

サラヤマ〔佐良山〕　→クメノサラヤマ

シガラミ〔柵〕

　110　シカラミフセテ（平平濁平上平上○）

　・217

シタ〔下〕　→コノシタツユ

シタクサ〔下草〕

　400　シタクサ（上平上平) 892

シタソメ〔下染〕

　473　シタソメニセム（上上上濁上上上上.）

　　1026

シノノメ〔東雲〕

　280　シノヽメノ（平平平上平) 637

ろ7

シノプグサ〔忍草〕

　455　シノフクサ（平上上濁上濁平) 1002

　204　シノフクサ（平上上濁上燭平) 446題

シノブモヂズリ〔信夫握摺〕

　300　シノフモチスリ（平上平濁平平濁平濁

　　平) 724

シハツヤマブリ〔四極山振〕

　　　　　ワトヨム　　　　　　　　　　（ママ）　502　シハッヤマフリ（平平平平平平平)iO73

　　屈

シマ〔島〕　→アハヂシマ・タミノノシマ・ヤ

　ソシマ

シミヅ〔清水〕　→イハジミヅ

シモ〔霜〕

　351　シモハ（平平上) 801

シモ〔下〕　　　　　　　　

（ママ）
　458 ，シモナカラ（上平上上上）1003

シモツイヅモデラ〔下出雲寺〕

　261　シモツイツモテラニ（上上上平上濁上

　　上濁平平) 556詞

シモツケノヲムネ〔下野雄宗〕

　　　　　　　　（ママ）　302　シモツケノオムネ（○○○○○上上上）

　　728

シモヨ〔霜夜〕

　484　シモヨヲ（平平平上) 1047

シロメ〔白女〕，

　167　シロメ（平上上) 387

シワ〔皺〕

　461　シハニヤ（上平上上）1003

ス〔巣〕

　411　スニ（上上) 919詞

スガノノタダオム〔菅野忠臣〕

　　　　　　　　　（ﾏヽ）　353　スカノヽタヽヲム（○○上平○○上上）

　　809

スギコノマヘ《人名）り

　307　スキコノマヘ（上上濁上○○○）

スキモノ〔好者〕

　■492※スキモノトノミ（平平平平平上平) 1066

スケ〔介〕　→アハノスケ

ススキ〔薄〕　→ヒトムラズスキ

スベ〔術〕

　306　スヘナクテ（平上濁上平○）645詞

　449　セムスヘナミニ（上上平平濁上平上）



ろ8 高知大学学術研究報告　　第21巻　　人文科学　　第４号

　　　　　　　　　　　　　　　　227※タノミトソ（平平平平上濁) 467　　1001

　522　スヘナシ（平上濁平上) 1087

スベラギ〔皇〕

　453　スヘラキノ（平平濁上上濁○）1002

スミダガハ〔隅田川〕

　183　スミタカハ（平上上濁上燭平･) 411詞

スミナガシ〔墨流〕

　225　スミナガシ（平平･平上濁平）465題

スヱノマツヤマ〔末松山〕

　526　輿うマツヤマ（上上○平平上平)1093

セ〔瀬〕　→タキツセ

　362　セヲセケハ（上上平上平濁) 836

セキ〔関〕　　　　　　　　　　　　　　　（ﾏﾏ）

　159※セキナトヽメソ（平平土止上濁上.上濁）

　　368

セキノフヂガハ〔関藤川〕

　518　セキノフチカハ（○○○上上濁上濁平）

　　1084

セコ〔兄子〕

　6t　ワカセコカ（平上濁平上上濁）25

　523　ワカセコヲ（平上上上上) 1089

セムカタ〔為方〕

　472　セムカタナミソ「」」ﾕ上平上平平燭）

　　1023

ソ〔其〕

　296　ソヲタニ（上上上濁平･) 717

　464　ソノソコニ「」」二平上上）1007

ソウクホッシ〔承均法師〕

　76　ソウクホツシ（平濁上平平○上）77

ソコ〔其処〕

　464　ソコニ（平上上）1007

ソヽコ〔底〕

　317　ソコ「」ﾆ上) 666

ソコヒ〔底方〕

　299　ソコヒナキ（平平平平･上) 722

ソホヅ〔案山子〕

　474　ソホツ（上上上) 1027

ソメ〔染〕　→ウツブシソメ・シタソメ

＜夕　行＞

夕〔田〕　→アキダ・ヤマダ

夕〔訓〕

　442　タカミソキ（上上濁上上平m) 995

タカシノハマ〔高師浜〕

　408※タカシノハマノ（平上平平･○○○）915

タカムコノトシハル〔高向利器〕

　208　タカムコノトシハル（平平上上.０００

　　○○）450

夕キ〔滝〕　→ヌノビキノタキ

タキツセ〔滝瀬〕

　145　タキツセ（）ﾆ上.上平) 319

　319　クキツセノコト（上上上平･○上濁平）

　　673

タギッセ〔濃瀬〕

　239　タキツセノ（上上濁上平○）493

タケ〔竹〕　→ナヨタケ・ニガタケ

‘タタヂ〔直道〕

　263　クヽチハ（平･平平上) 558

タチハキ〔帯刀〕

　80　クチハキ（○○平○）85詞

　429　タチハキェ（平平平平○）966詞

タチバナノキヨキ〔橘清樹〕

　313　橘ノキョキカ（－○平平上.上濁) 654詞
　　　　－
タヅキ〔方便〕

　62　タツキモ（平上濁上平）29

タツタガハ〔龍田川〕

　136※タツタカハ（平上上上濁平）クッタ（平

　　平平）両様共可肝山　284

タツタヒfメ〔龍田姫〕

　138　タツタヒメ（○○○上濁上) 298

タツタヤマ〔立田山〕

　441※タツタ山（平上上上上) 994

タナナシヲブネ〔棚無小舟〕

　503　タナヽシヲフネ（上上上.上上.上濁平う

　　1073

タノシビ〔楽〕

　28　タノシヒ

　50　タノシヒ

タノミ〔頼〕

（○○平平濁）索65

（○○平平濁）索141

　227※タノミトソ（平平平平上m) 467

　357※タノミコソ（平平上上平) 822

タヒラノサダフム〔平貞文〕
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-

　122　平サタフム（一平平濁上上) 238
　　　－

タマ〔玉〕　→ウバタマ・ヲガタマノキ・

　37　タマニモ（○○○上）索98

　194　タマノ（平平○）431

タマタレ〔玉垂〕

　384　タマタレノ（平平平平○）874

タマヅサ〔玉章〕

　107　タマツサヲ（平平上.濁平平）207

タ｀ミノノシマ〔田蓑島〕

　407　タミノヽシマニ（平平平平○○○）913

タムケヤマ〔手向山〕

　187　タムケ山（平平平-) 420
　　　　　　－

タムラノミカド〔田村御門〕

　391　タムラノミカト（平上上○○○○）885

　　詞

タレ〔誰〕

　405　タレヲカモ（平上上平平）909

タヲサ〔田長〕

　　　　（ﾏﾏ）　469　タオサ（平上平）1013

ヂ､〔路〕　→アフミヂ・タタヂ

チヂ〔千千〕

　301　チヽノ（平上濁O) 726　１

チチハハ〔父母〕

　13　チヘ^^ s y (平上平上○）索29

チトセ〔千歳〕

　497　チトセヲ（上.上上上) 1069

チノハ〔茅葉〕

　349　チノハニ（上○上平) 790詞

チリ〔散〕

　74　チリノ（上上上）72

チリ〔塵〕

　458　チリニツケトヤ（Jn上上平上平平）1003

チリ七ヂ〔塵泥〕

９　チリヒチ（○○上幸回）索20

ツ〔津〕　→ナニハヅ

ツカサ〔司〕

　428　ツカサ（上上上) 964詞

ツキ〔月〕

　477※ツキナミ（平平平平) 1029

ツギ〔次〕　→トッギ

ツキクサ〔月草〕

　124　ツキクサニ（上上上平○）247
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ツクバネ〔筑波嶺〕

　431　ツクハネノ（上上上上○）966

　529　ツクハネノ（上上上上○）1095

ツクバヤマ〔筑波山〕

　27　ツクハ山（上上上濁－）他ツクハ「」」二
　　　　　　－
　　上）山　索65

　44　ツクハヤマ（上上上濁上平）索124

ツクリ〔造〕　→トノヅクリ

ツツミ〔堤〕

　314※人メツヽミノ（一〇平平上○）660
　　　－

ツヅラ〔葛〕　→アヲツヅラ

ッボ〔壷〕　→カムナリノッボ

ッマゴヒ〔妻恋〕

　479　ツマコヒニ（上上上濁上O) 1033

ツマゴメ〔妻寵〕

　６　ツマコメニ（上辻上濁上○）索17

ツミ〔摘〕　→ハナッミ

ッユ〔露〕　→コノシタッユ

　328　ツユヲヲモミ（平上平上上平) 694

ツラヅヱ〔頬杖〕

　　　　　　（ﾏﾏ）　489　ツラッエノミソ（平平平濁上.０００）

　　1056

ツル〔鶴〕

　411　ツル（平上) 919詞

ッヱ〔杖〕　→ツラヅヱ

テ〔手〕　→マクリデ

テビキ〔手引〕

　293　テヒキノ（平上濁平○）703

ト牛〔時〕

　43　トキ（平平）索122

　364　トキシモアレ（平平平上平上) 839

　376　トキシモワカヌ（平平平上平平上) 866

トコナカ〔床中〕

　472　トコナカニ（上上上上上) 1023

トコロ〔所〕

　75　トコロハ（上上上上）75

　234　トコロニ「」二上上○）479詞

トセ〔年〕　→チト｀セ

ドチ〔達〕

　313　オモフトチ（○○○上濁平) 654

トッギ〔十次〕

　35　トッキ（上平平濁）索93
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トノヅクリ〔殿造〕

　22　トノツクリ（平平平濁上○）索53

トノヘ〔外ｍ〕

　459　トノヘ（平平上）1003

トハ〔永〕　　　
（ﾏﾏ）

　447　トハニ（上平濁平）1001

トバ〔鳥羽〕

　285※トハニ（上平濁平) 696

トブラヒ〔訪〕

　366　トフラヒニ（上上濁上平○）843詞

トミ〔頓〕

　402　ドミノ事（平平○－）900詞
　　　　　　－

トメウタ〔止歌〕

　20　トメウタ（上上○○）索51

トモ〔供〕

　102　トモニ（上平○）170詞

トヤマ〔外山〕

　509　トヤマナル（上平平上平) 1077

トリ〔鳥〕　→ニホドリ・ユフツケドリ

トリモノノウタ〔採物歌〕

　504　トリモノヽウタ（平平平･○○○○）1074

　　題

＜ナ　行＞

ナ〔名〕

　312　名ヲ（上.平) 653

　284※ナニハ（上平平) 696

　409※ナニハカクレヌ（上平平平平平上.) 918

ナカ〔中〕　→トコナカ

　230※ハナノナカメニ（○○○平上平○）468

　358　ナカタエテ（平上平上平) 825

ナガシ〔流〕　→スミナガシ

ナガヅ.牛〔長月〕

　142　ナカツキノ（平平濁上濁平○）312詞

ナガハマ〔長浜〕

　519　ナカハマノ（平平濁上平○）1085

ナガメ〔長雨〕

　228※ナカメヲ（平平濁平上) 468詞

　230※ハナノナカメニ（○○○平上平○）468

　342※ナカメフルヤノ（平平濁平平上上上）’

　　769

　ナカヤマ〔中山〕　→サヤノナカヤマ

　　514　ナカヤマ（平平平平) 1082

.ナガラノハシ〔長柄橋〕

　　30　ナカラノハシ（平上濁土.上○○）索74

　　484　ナカラノハシ（平上濁）二上○○）1051

　ナゲ〔無〕
　　　　　　　　（ﾏﾏ）　　81　ナケノ（平上上）95

　ナゲキ〔啖〕

　　437　ナケキ（平平･濁平) 985

　ナツムシ｀〔夏虫〕

　　257　ナツムシノ「上」ﾆ.上平○）544

　ナツメ〔渠〕

　　214※ナケキナツメソ（平平濁上上平上平）

　　　455

，ナニ〔何〕

　　340　ナニシ（平上平）《762》

　　340　ナニ叶テ（平上平平）iim

　ナニハ〔難波〕　→ナ〔名〕

　ナニハヅ〔難波津〕

　　10　ナニハツノ（平上上上濁○）索21

，ナニハノヨロヅヲ〔難波萬雄〕

　　163　ナエハノヨロツヲ（平上上○平平上濁

　　　平) 374

　ナミ〔並〕

　　287　ナミニ（上平平) 699

’ナミ〔波〕　→オキツナミ

　　461　ナミノシハ（平平○上平）1003

　ナヨタケ〔弱竹〕

　　440　ナ･ヨタケノ（上辻平平○）993

’ナラ〔奈良〕

　　31　ナラノ御時（平平平-）索76
　　　　　　　-
　　81　ナラノミヤコニモ（平平平土止土止平）

　　　90

　　94　ナラノ（上平○）144詞

　　438　ナラノミヤコモ（平平○平上上○）986

　ナラハシモノ〔習物〕

　　　　　　　（シ）　　246　ナラハレモノヲ（平平平平平平上) 518

　ナレ〔汝〕
　　　　　　（マヽ）　　404　ナレオシソ（平上平平上濁) 904

　ニOWi〕　→オモニ

　ニガタケ〔苦竹〕

　　209　，１･カタケ（平平濁平平) 451題
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ニシカハ〔西川〕

　410　ニシカハニ吐上ﾋ上O) 91順

ニハ〔庭〕

　451　ニハモハダレニ（上上平土.上濁土止）

　　1002

ニホドリ〔嶋鳥〕

　315、ニホトリノ（土止土濁平O) 662

ヌサ〔幣〕

　139　ヌサト（上○平) 298≪「ヌ」は上声と

　平声軽との位置に声胤嘸がある≫

ヌノビキノタキ〔布引滝〕

　412　ヌノヒキノ滝（上上上濁）ユ○－）’922詞
　　　　　　　　－

ヌマ〔沼〕　→アサカノヌマ・イカホノヌマ

ヌマミヅ〔沼水〕

　222　ヌマミツノ（平平平上濁○）462

ネ〔音〕

　57　ネユ（上平）15

ネ〔根〕

　318※ネニ（平上) 671

ネ〔嶺〕　→カヒガネ

　536　ネコシ（平上平) 1098

ネギコト〔祈言〕

　　　　　　　　　　（?）　488　ネキコトヲ（上上上上上う1055

ノ〔野〕　→カタノ・ウネノノ

ノカゼ〔野風〕

　119　.野風（平一) 230
　　　　　－

　346　野カセヲサムミ（一平上濁平平上.平）
　　　－
　　781

ノガピ〔野飼・却〕

　483※ノカヒカテラニ（平平濁平平濁上平平）

　　1045

ノビ〔野火〕

　350　ノヒノ（平上濁○）791詞

＜八　行＞

ハ〔は〕

　228　ハヲハシメ（上.上上.上濁平) 468詞

ハ〔葉〕　→コトノハ・チノハ・サガ｀リバ．バ

　セヲバ・モミヂバ

ハカ牛〔羽掻〕　→モモハカキ

ハギ〔脛〕
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　470　ハキニ（平平濁上) 1014

ハギ〔萩〕　→アキハギ・カラハギ・コハギ

ハシ〔橋〕　→ナガラノハシ

ハジメ〔初〕

　228　ハシメ（上上濁平) 468詞

バセヲバ〔芭蕉葉〕　→ココロバセ〔心馳〕

　212ハセヲハ（上ﾋ上ﾋ濁) 454題

ハダレ〔斑〕

　451　ハタレニ（上上濁上上）1002

ハツセ〔初瀬〕

　65　ハツセニ(J:.±.上上）42詞

ハテ〔果〕

　228　ハテニテ（平平上上) 468詞

ハナ〔花〕　→キチカウノハナ・リユウダムノ

　ハナ（以上〔字音語〕参照）・ケヅリバナ

　86　花ナラナクニ（一上平上平平）110
　　　－

　201　ハナ（平平) 442

　465　ハナソモ（○○上平）1007

　466　マツサクハナ（上○平平平平）1008

ハナ〔鼻〕　　と

　482　ハナモヒヌカナ（上上平上上､平平) 1043

ハナガタミC花度〕

　337　ハナカタミ（平平平濁上平) 754

ハナガツミ〔花勝見〕

　322　ハナカツミ（平平平濁）ﾆ平) 677

ハナツミ〔花摘〕

　89　ハナツミョリ（平平平平上○）132詞

　234　ハナツミ（平平平平) 479詞

ハネガキ〔羽掻〕

　339　ハネカキＯ二上.上濁平) 761

ハハ〔母〕　→チチハハ

ハハソ〔祚〕

　131　ハヽソノしヒ上上上) 266

ハマ〔浜〕　→オキツノハマ・タカシノハマ

ハヤ〔早〕

　444　身ヲハヤナカラ（一〇平平上上濁上）
　　　－

　　1000

ハラ〔原〕　→ミカノハラ・ワタノハラ

ハル〔春〕

　40　ハルヤ（平上平）索102

　　　　　　　　　　　　　　　　（ﾏヽ）465　ハルサレハ（平上上濁上上）1008

ハルカスミ〔春霞〕
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　55　ハルカスミ（平上平平平）３

ハルサメ〔春雨〕

　303　ハルサメノ（平平平上○）731

ハルベ〔春方〕

　　15　ハルヘト（○○上濁○）索32

　　65　春ヘハ（―上濁平）39
　　　－
ハルミチノツラキ〔春道列樹〕

　139　ハルミチノツラキ「平平上上」」」二平）

　　303

ヒ〔火〕　→オキビ・カガリビ

ヒキ〔引〕　→テビキ

ヒキノ〔日置野〕

　288※ヒキノヽツヽラ（上上平平○○○）702

ヒグラシ〔日暮〕　→オモフ〔思〕

ヒコボシ〔彦星〕

　273　ヒコホシモ（上上上濁平･平) 612

ヒタチ〔常陸〕

　529　ヒタチ（平平平) 1095題

ヒヂ〔泥〕　→チリヒヂ

ヒト〔人〕　→ヨビト・ヨミビト･ヲチカタビト

　242　ヒト（上上）505

　483　ヒトヲ（上○○）1044

　536　人ニモカモヤ（一〇〇上平上) 1098

ヒトゴト〔人言〕

　295　ヒトコトノ（上上上濁上○）716

ヒトツテ〔人傅〕

　268　人ツテニノミ（－上上上平平) 588
　　　－

ヒトムラズスキ〔一叢薄〕

　372　ヒトムラスヽキ（平平平平平濁上平）

　　853

ヒトリ〔一人〕

　34　ヒトリ（平上平）索91

ヒナ〔鄙〕

　425　ヒナノ（上平○）961

ヒノクマガハ〔檜隈河〕　→ササノクマヒノク

　マガハ

ビハ〔枇杷〕

　212　ヒハ（上濁上）454題

ヒメ〔姫〕　→タツタビメ・マヒビメ

ヒメマツ〔姫松〕

　405　ヒメマツ（上上平平）905

ヒモ〔紐〕　→イレヒモ

ヒルマ〔昼間〕．　→ナガレヒル〔流干〕

ヒルメノウタ･〔日女歌〕

　512　ヒノレメノウタ（平平平平○○）1080

フヂガハ〔藤川〕　→セキノフヂガハ

フヂバカマ〔藤袴〕

　123　フチハカマソモ（○○○○○上濁平）

241

ウヂハラノオキカゼ〔藤原興風〕

　84　藤原オキカセ「一平平平」二濁) 101
　　　-

.･フヂハラノカチオム〔藤原勝臣〕

　　　　　　　（ﾏﾏ）　129　藤原カチヲム（--一平平上上) 255
　　　－

　フヂハラノスガネ〔藤原菅根〕

　108　墜言スカネノ個亘（一平平濁上.０

　　一一) 212

フネ〔船〕　→イナブネ・オホブネ

　32　フネヲシソオモフ（平上上平平濁平平上）

　　索85

フミヅキ〔七月〕
　　　七月ヲ云也　415　フムツキノ（上.上上濁平○）927詞

フモト〔麓〕

　348　フモトヲ（○平平上) 789

フュガハ〔冬河〕

　270フ
コ
ハノ（上上上濁上O) 591

フュクサ〔冬草〕

　462　フュクサノ（上上上平○）1005

フュゴモリ〔冬箆〕

　145　冬コモリ〔一上濁上平〕323
　　　－

フリ〔降〕

　502　フリハモ（○○上平) 1072

ブリ〔振〕　→アフミブリ・シハッヤマブリ・

　ミヅクキブリ

フルエ〔古枝〕

　112　プルエニ（○○上上■.) 219

フルカハノヘ〔古川辺〕

　466　フルカハノヘニ（平平平平平上○）1009

フルカラヲノ〔古幹小野〕

　396※フルカラヲノヽ（上上上上上上.上）886

フルノイマミチ〔布留今道〕

　116　フルノイマミチ（上上上平平上上) 227

フルノタ牛〔布留滝〕

　125　フルノ滝（上上上－）248詞

フルヤ〔古屋〕



「古今訓点抄」品詞別索引並に覚え書　　　　（東辻）

　342※フルヤノ（平上上上) 769

へ〔辺・方〕　→フルカハノヘ・アシベ・ウミ

　ベ・オ牛べ・ハルベ・ムカシベ・ヨルベ

ホ〔秀〕

　109※ホニアケテＣＬＯ上平濁平) 212

　333　ホニハアラテCL平平平上○）747詞

木〔穂〕　→カキホ

ホシ〔星〕　→ヒコボシ

43

マシラ〔猿〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（マヽ）　493　マシラナナキソ（平上.平平士.平平濁）

　　1067

マツ〔松〕　→ヒメマツ

マツヤマ〔松山〕　→スヱノマツヤマ　ー

マドヒ〔惑〕

　477　マトヒコソスレ（平平濁上上平上平）

　　1029

476※アヒミマクホシ（平上辻上､平上辻) 1029　　マピ〔幣〕

ホソタニガハ〔細谷川〕

　514　ホソタニカハ「上.上」二上上濁平) 1082

ホヅエ〔上枝〕

　240　ホツェニ（平平濁平○）498

ホリェ〔堀江〕

　303　ホリェ（平平平) 732

＜マ　行＞

マ〔帽

　92　イツノマニ（○､○○上上）140

　177　シラヌマニ（上上上上上) 398

　264　ヨヒノマモ（○○○上平) 561

　315※ヒルマヲ（平上.上上) 665

マガ牛〔簸〕

　174　マカキハ（平○平○）392

マカネ〔真金〕

　514　マカネフク（上上上上上) 1082

マガヒ〔紛〕

　74　マカヒニ（平平濁平平）72

マキムク〔纒向〕　→マキモク

マキモク〔纒向〕

　507　マキモクノ（上上上平平) 1076

マクラ〔臣等〕（麿等か）

　48　マクラ、コトハ「上.上」ﾆ.平平平濁）索

　　137

マクリデ〔捲手〕

　471　マクリテニシテ（上辻上ﾋ濁上上で））

　　((1022》

マサキ〔柾〕

　510　マサキノ（平耳平○）1077

マサキノカヅラ〔真木葛〕

　　52　マサキノカツラ（平一平平○上士濁平）

　　刺42

　466　マヒナシニ（上上上上上) 1008

マヒビメ〔舞姫〕

　381　マヒヒメ（○○上濁平) 872

マユゴモリ〔繭龍〕

　　19　マユコモリ（平平平濁上平）索40

ミ〔身〕

　160※アフミト（平上上平) 369

　459　トノヘモル身ノ（平平上平上上○）1003

ミ〔実〕　→タノミ

　223※ミヤハナル（上上上平平) 463

ミ〔見〕　→アガタミ

ミエガクレ〔見隠〕

　471　ミエカクレスル（平上上濁上上上上）

　　1018

ミカ牛〔御垣〕

. 459　ミカキョリ（上上平平平）1003

ミカキモリ〔御垣守〕

　459　ミカキモロ（上上上上□）1003

ミカゲ〔御影〕

　369　ミカケノ（上.上平濁○）845

　530　ミカケニ「」」二平濁○）1095

ミカノハラ〔瓶原〕

　182※ミカノハラ（上上○○○）408

ミカハノソウ〔三河丞〕

　420　ミカハノソウ（上上上○平上) 938詞

ミカハミヅ〔御溝水〕

　19　ミカハミツ「」ﾕ上上平平濁）81詞

ミキ〔御酒〕　→オホミキ

ミクサ〔水草〕

　51レミクサ（上上上）1079

ミコ〔御子〕

　186　ミコノ（上上○）418詞

ミソギ〔喫〕
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　442　ミソキ（上上平濁) 995

ミソモジ〔三十文字〕

　　４　ミソモシアマリ（上.平上平濁○○○）

　　索14

ミタラシガハ〔御手･洗川〕

　241　ミタラシ川「」二上上上－）501
　　　　　　　－

ミチノク〔陸奥〕Q（人名》

　439　ミチノク（上平平上) 992

ミツ〔御津〕　→ミル〔見〕

ミヅ〔水〕　→ヌマミヅ・ミカハ

ミヅクキブリ〔水茎振〕

々
へ ヅ

　500　ミツクキフリ（上上濁上上上濁上) 1072

　　題

ミツノコジマ〔御津小島〕

　524　ミツノコシマノ「」二上上上上濁上○）

　　1090

ミヅノヲ〔水尾〕

　518　ミツノ（ふづ（上上濁上平平) 1083左注

ミドリ〔緑〕　→アサミドリ

ミナモトノサネ〔源実〕

　167　源ノサネ（－○上上) 387詞
　　　－

ミナモトノホドコス〔源忠〕

　223　源ホトコス（一上上濁上平) 463
　　　－

ミナワ〔水泡〕

　267　ミナハナリケリ（上上上平上上○）573

ミハルノアリスケ〔御巻有助〕

　279　ミハルノアリスケ（上上上○○○○○）

　　629

ミブノタダミネ〔壬生忠岑〕

　　47　ミフノ（上平濁○）崇128

ミマサカ〔美作〕

　517　ミマサカヤ（上上上上上) 1083

ミミナシノヤマ〔耳成山〕

　473　ミヽナシノ山（平平上平○－）1026
　　　　　　　　－

ミムロ〔三室〕

　136　ミムロノ（上上上○）284

　505　ミムロノ（上上上O) 1074

ミヤコ〔都〕

　　8t　ナラノミヤコニモ（平平平上上上上平）

　　90

　438　ナラノミヤコ（平平○平上上) 986

ミヤマ〔深山〕

　　59　ミヤマニハ（上上上上上）18

　　141　ミヤマヨリ（上上上平平) 310

　　509　ミヤマニハ（上上上上上■.)1077

・，ミヨ〔御代〕

　　150　ミョヲハ（上平上○）345

　ミルメ　〔海松布〕　→ミル〔見〕

’ムカジべ〔昔方〕

　　457　ムカシヘ（止l上上平濁）1003

　ムカヒ〔向〕

　　233　ムカヒニ（上上上■.O) 476詞

　ムグラ〔葎〕　→ヤヘムグラ

　ムシ〔虫〕　→ナツムシ

・ムツゴト〔睦言〕

　　470　ムツコトモ（○○上濁上平），コ（上）

　　　トモヨム両様　1015

　ムネヲカノオホヨリ〔宗岳大頼〕

　　269　ムネヲカノオホヨリ（○○○○○○平

　　　平上) 591

　ムモレギ〔埋木〕

　　23　ムモレキノ（上上上上濁○）索58

　ムラサキ〔紫〕　→コムラサキ

　メ〔目・藻〕　→ミルメ

　　230※ハナノナカメニ（○○○平上平○）468

　　251※ミルメ（平上平) 531

　　337　メナラフ（平上上上) 754

　　337※ウキメノミ（平上平○○）755

　メサシ〔９〕

　　528　メサシ（上上平) 1094

　メド〔蓉〕

　　204　メトニ「」こ上.濁上)445詞

　モ〔裳〕

　　330　モヲナム（上上平平) 745詞

　モガミガハ〔最上,川〕

　　525　モカミカハ（平平平○○）1092

　モジ〔文字〕　→ミソモジ

　モヂズリ〔仮摺〕　→シノブモヂズリ

　モト〔本〕

　　398　モトクダチユク（平平上上濁平○○）

　　　891

　モトアラ〔木荒〕

　　327　モトアラノ（平平平上○）694

　モトカシハ〔本柏〕
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モノ〔物・者〕　→スキモノ・トリモノノウタ

　192　モノハカナメテ（平平平平上平平) 428

　254コヽロカヘスルモノニモカ（平平平平

　　濁平上上平平上平平）540

　287　サクルモノカハ（上上上.平平平○）701

モノユヱ〔物故〕

　　　　　ｲﾄﾖﾑ　（マヽ）　120　オヒヌモノユヘ（平平上上上上平･) 231

モミヂ〔紅葉〕　→イハカキモミヂ

モミヂバ〔紅葉〕

　136　モミチハ（○○○上濁) 284

　140　モミチハ（○○○上濁）304

　531　モミチハ（○○○上濁) 1096

モモシキ〔百敷〕

　　　　　　　　　　　　　　（ﾏﾏ）　444　モ｀ヽシキヲ（平平上平濁○）1000

モモハカ牛〔百羽掻〕

　339 ・モヽハカ牛（○○○平平) 761

モリ〔森〕　→オホアラギノモリ

　127　モリ（上上) 253

モリ〔守〕　→ミカキモリ　｀

＜ヤ　行＞

ヤ〔屋〕　→フルヤ

　342　ヤノ「上」ニ) 769

ヤカタ〔屋形〕

　501　ヤカタニ「平平上」ﾕ) 1072

ヤソシマ〔八十島〕

　181　ヤソシャ’（上平平平）407

ヤソヂ〔八十〕

　151　ヤソチノ（上平平濁○）348詞

ヤタベノナサネ〔矢田部名実〕

　202　ヤタヘノ名実（上上上濁○--）444
　　　　　　　－
ヤチクサ〔八千種〕

　452　ヤチクサノ（上上上平○）1002

ヤチタビ〔八千度〕

　363　ヤチタヒ（上.上上上濁) 837

ヤド〔宿〕

　　93　ヤトハ「平上濁」ユ)141

ヤドリ〔宿〕

　　67　ヤトリハ（平平濁平上）42詞

　117　ヤトリハ（平平濁平上) 228

　117　ヤトリセハ（○平濁平上平濁) 229

　175　ヤトリ

　193　ヤトリ

ヤブ〔藪〕

(平平濁平) 392

(平平濁平)‘430

45

　379　ヤフシワカネハ（上上濁平平平上平濁）

　　870･

ヤヘガキ〔八重垣〕

　．６　ヤヘカ牛（○○上平）索17

　　7　ヤヘカ牛（○○上平）索17

　　7　ヤヘカキヲ（○○上濁○○）索17

ヤヘムグラ〔八重葎〕

　434　ヤヘムクラ（上.上平平平) 975

ヤマ〔山〕　→アサカヤマ・アナジノヤマ・ア

　ハヂシマヤマ・千ナバノヤマ・ウヂヤマ・カ

　サドリノヤマ・カセダマ・カヘルヤマ・クラ

　ブヤマ・サホヤマ・サラヤマ・タツタヤマ・

　タムケヤマ・ツクバヤマ・トヤマ・ナカヤマ

　・ミミナシノヤマ・ミヤマ

　488　ヤマトシ（平平上平) 1056

　536　ヤマコシ（平年上平) 1098 ，

ヤマガツ〔山賤〕

　283　ヤマカツノ（○○平濁上○）695

ヤマカヅラ〔山鬘〕　　　　　
（マヽ）

　508　ヤマカツラセヨ（平平上上平上■.＼) 1076

ヤマシ〔知母〕

　　　　　　　　　　（マヽ）　205　ヤマシ（平平上濁) 447題

ヤマダ〔山田〕

　140　ヤマタ（平平平濁) 306

　365　ヤマタ（平平平濁) 842

　417　ヤマタノ（平平平濁○）932

ヤマノベノアカヒト〔山部赤人〕

　31※山ノヘノアカヒト（－○上濁○○○上平）
　　　－

　　へ（上）他流　索81

ヤマビコ〔山彦〕

　247　ヤマヒコノ（平平上濁平○）521

ユキカヒヂ〔行交路〕

　　　　　　　　　　　　　　　，　（ﾏヽ）　374※ユキカヒチトソ（上平上上平濁平上）

　　862

ユフサ（リ）ツカタ〔夕去方〕

　173　ユフサツカタ（○○○上上平) 392詞

ユフツケドリ〔木綿付け鳥〕，

　252　ユフツケトリモ（上上上上上濁平平）

　　536
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ユヱ〔故〕　→モノユヱ

ヨ〔世〕　→ヨロヅヨ

　　21　ヨニ（上○）索52

　295　ヨノ（上､上) 716

　318　ヨヲ（上上) 669

　500　コノヨハ（○○平上）1071

ヨ〔代〕　→ミョ

ヨ〔夜〕　→シモヨ

ヨシ〔E自〕

　240　アフョシヲナミ（平上上上.上上平) 497

ヨシノガハ〔吉野川〕

　232　ヨシノカハ（平上上上濁平) 471

ヨツ〔四〕

　43　ヨツノ（上上上）索122

ヨドカハ〔淀川〕

　299　ヨ トカハノ（平平濁平平O) 721

ヨナカ〔夜中〕　→サヨナカ

ヨノナカ〔世の中〕

　481　ヨノ中ノ（上○－○）1037
　　　　　－
ヨハ〔夜半〕

　44t　ヨハニヤ（平上平平) 994

ヨビト〔世人〕

　306　ヨヒト「士」ﾕ濁平) 646

ヨミビト〔読人〕

　55　ヨミヒトシラス（平,平平濁平･平上平濁）

　　３　　　　　　　　　　　　－

ヨル〔夜〕

　316※ヨルヲコソ･（平上上士■O) 665

ヨルペ〔寄辺〕

　275　ヨルヘナミ「」」二平濁上平) 619

ヨロコビ〔喜〕

　378　ヨロコビ（平平平平濁）870詞

ヨロヅヨ〔万世〕

　539　ヨロツヨ（平平上濁平）1100

＜ラ　行＞

ル〔る〕

　228　ルハテニテ（平平平上上) 468詞

＜ワ　行＞

ワ〔我〕

　6,1　ワカ（平上濁）25

　221　ワカ（平上濁) 460

　225※イクソハクワカ（平上上平濁平平上濁）

　　464

　399･　ワカ（平上濁) 891

'523　ワカセコヲ「平上上上」二) 1089

ワ.カレ〔別〕

　425　ツカレニ（平平平○）961

ツザ,〔業〕

　.248　ワサナラジ（平平濁上平平) 526

’ワタッウミ〔海神〕　　　　　（ﾏヽ）

－　i27　ワターツウミノ（上上上濁平上○）250

　ワタッミ〔海神〕

　　　　　　　　　　　　　.-（マヽ）バ355　.ワタッミノ（上上上濁平○）816

　･ワダノハラ〔海原〕

　　　　　　　　　　　　（ﾏり　　181　ワ､タノハラ（平平濁○○○）407

　ワビシラ〔佗〕

　　493　ワヒシラニ（上上濁上平平) 1067

　ワ弓ビ〔蕨〕

･･ 21レワラヒ（平平平濁）453題

　ウレ〔我〕

　　243　ワレヲ（月月二上)508

　　464 ･フレ（平上）1007

　　474　ワレjyシト（平上平平上:＼) 1027

1ヰ〔居〕　→イヘヰ

　ヲガタマノキ〔小賀玉木〕

ブり3　ヲカタマノキ（上.上上上上平) 431題

　ヲグロザキ〔小黒埼〕

　　523　ヲクロサキ（上上上上濁上）1090

　ヲサ〔晨〕

　　338　ヲサヲアラミ（平上上上上平) 758

　ヲサ〔長〕　ラタヲサ

‘ヲIダ〔小田〕、→アラヲダ

　ヲチて遠方〕　　　　　　　　　　　　‘1

　　166　ヲチニテモ（上上上上平）380

　ヲチカタビト〔遠方人〕

　　464　ヲチカタヒトニ（上平平平･上濁上○）

　　　1007

　うヌチ＝!･チ〔遠近〕

ｙ　　61　ヲ丿コチノ（上上上上○）29

・ヲノ〔小野〕　二･フルカラヲノ

　ヲノ’ノタカムラ〔小野篁〕
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147　小野タカムラ朝臣（一一上.上上平一一）

　　-　-

ヲノノチフル

　159　小野ノ
　　ー

ヲノ｀
(

訪ﾗ上)

古〕

（一一○上上平) 368詞

111　オノヘノ（平上平平) 218

＜ア行＞

47

ヲプネ〔小舟〕　→タナナシヲブネ

ヲミナヘシ〔女郎花〕

　197※’イトヲミナヘシ（ＯＯＯ上平平上) 437

　　　　　　　　　　　　　　　（ﾏヽ）　　28　ヲミナヘシ（○○○上濁○）索67

　　　　　　　　　　　　　　　（ﾏヽ）　115　ヲミナヘシ（上上上上濁平) 226

〔動　　詞〕

アク〔飽〕

　224　アカス（平上平濁) 464

　230　アクヤトテ（平上上○○）468

　483※アクニハ（平上上O) 1044

アク〔明〕

　68　アクト（上平○）45

アグ〔上・揚〕

　109　アケテ（上平濁平) 212

　470　アケテ「」ユ平濁平) 1014

アクガル〔憧憬〕

　82　アクカレム「」ユ上上濁上上）96

アサダチク〔朗発来〕

　499　アサタチクレハ（平平上濁平平上平濁）

　　1071

アサダツ〔朝発〕＼

　158　アサタチテ（平平上濁平平) 366

アザムク〔欺〕

　　38　アサムク（平平濁平上）索99

アタル〔当〕

　217　アタル（上上上) 457

アハレブ〔哀〕

　８　アハレヒ（○○上平濁）索18

アヒニアフ〔相似合〕

　338　アヒニアヒテ（平上平平上上) 756

アヒミル〔相見〕

　476　アヒミマクホシハ（平上上上平上上○）

　1029

アフ〔会〕

　280　エアハテ（上平上平濁) 632

　240　アフ　（平上) 497

　160※アフミト（平上上平) 369

　357.アフタノミコソ（平上平平上上平) 822

　490※アフコ（平上平濁) 1058

アフ〔合〕　→シゲリアフ

アフ〔敢〕　→セキアフ・モミヂアフ

　482　ツケモアヘナクニ（平上平平平上平○）

　　　((1047》

アマキル〔天霧〕

　146　アマキル（平平平上) 334

アラスキカヘス〔粗鋤返〕

　355　アラスキカヘシ（平平上平平平平) 817

7ラりル〔現〕

　318　アラハレテ（平平上平○）671

アリ〔有・在〕

　333　ホニハアラテ（上平平平上○）747詞.

　390　アラナム（上.上○○）884

　155　アリキアラスハ（平上平平上上濁上濁）

　　353

　457　アリキテフ（平上平平平）1003

　239　アリテフソ（平上上平上濁) 493

　　82　アリナメト（平上上平平濁）97

　　18　アルトヤウニ（○○上上上上）索39

　364　トキシモアレ（平平平上平上) 839

アル〔荒〕

　　　　　　　　　（マヽ）　435　アレマクモオシ（上上上上平平上) 981

イタル〔至〕

　262　イタラヌ（上上上上) 556

イヅ〔出〕　→フリイヅ

　385　イテニケリ（平上濁上○○）874

　312　イツナ（平上濁平) 652

イトフ〔厭〕

　336※イトハレテノミ（平平平上上○○）753

　　　　　　　　　（ﾔヽ）　468　イトヒシモオル（平平上平平上平）1011

イヌ〔往〕
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-

　141　モテイナム（○○上上上) 309

　422　イナムトソ（上上上○○）938

　17※イナハ（上上平濁）索38

イヌ〔寝〕

　112　イネカテニスル（平上上司上上.上上）

　　220

イフ〔言〕

　169　イヒテ（上平平) 388

　354　ミキトナイヒソ（上上平平上平平) 811

　178　イヒツキテ（上平上平濁○）405詞

　242　イフ（上上) 505

　474　イフ（上上) 1027

　311　イフナ「」ユ上平) 649

イブカル〔謝〕

　　11　イフカリ（平平濁上平）索24

イロヅク〔色着〕

　105　色ツギヌレハ（一平濁上上平平濁) 198
　　　－

　130　色ツキニケリ（一平濁上上上平) 256
　　　－
　510　イロツキュケリ（平平平濁上土止平）

　　1077

ウツ〔打〕

　439　ウチケル（平上上平) 991詞

ウツス〔移〕

　190※ウツセミムカシ（平平上平上平平) 425

ウツブス〔俯〕

　494※ウツフシソメ（上辻上濁上上濁上■.) 1068

ウツロフ〔移〕

　301　ウツロフラメト（平平上平平平平濁）

　　726

　134　ウツロフカラニ（○○○○上平○）279

ウム〔倦〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ﾏヽ）　318※ヨヲウミヘタニ（上上平平上濁上濁平）

　　669

オク〔置〕　→ヌギオク

　　　（ﾏヽ）　351　ヲカナム（上上平上) 801

　257　ヲキソハリツヽ（上平上.上平○○）545

　281※ヲキテ（上平平) 641

　237※ヲクトハ（上上○○）486

オク〔起〕

　164※オキテシユケハ（平上平上上平平濁）

　　375

　440※オギヰテ（平上上平) 993

　364※オクテノヤマタ（平上上○平平平濁）

　　842

オコス〔遣〕

　　　｛ママ｝　　98　ヲコセクリケレハ（上上平○○○○○）

　　167詞

　304　オコセクリケル（上平斗平平○○）736

　　詞

オゴル〔馴〕

　　29　サカエヲコリテ（上上上上上濁平○）索

　　70

オチタギツ〔落浪〕

　415　オチタキツ（平上上上濁上) 928

オツ〔落〕

　H6　オチニキト（○○上上平) 226

　　g'j)963

オヒス〔生〕
　　　　（ママ）　251　オイセハ（平上上平濁) 531

オフ〔生〕

　120　オヒヌモノユヘ（平平上上上上平) 231

　244　オヒニケリ（平上上○○）512

　　　（ママ）　511　ヲヒニケリ（平上土止○）1079

オボホル〔溺〕

　461　オホヽレム「」ﾆ上濁上上上）1003

オモヒク〔思来〕

　435※オモヒコシチノ（平丿月二平平上濁○）

　　979

オモヒソム〔思染〕

　232　オモヒソメテシ（○○○○○平上.濁)471

オモヒタハル〔思戯〕

　12↓思タハレム（一上ﾋ上上) 246
　　　－

オモフ〔思〕

　351　オモハメ（平平平上) 793

　324　オモヒヌル（平平上上上) 685

　365　オモヒヌルカナ（平○○上上平上) 842

　343※オモヒクラシノ（平平上上上平平) 771

　273　オモフハカリソ（○○○上上平上濁）

　　611

　32　オモフ（平平上）索86

オモホユ〔思〕
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　　　　　　　　　　　　　（ﾏヽ）　154　オモホエテ（平平平上上) 351

オユ〔老〕

　401　オヒヌレハ（平上上○○）892

オル〔織〕

　　　（ﾏﾏ）　414　ヲリテキマシヲ（上平平上上平○）925

　452　オレル（上平平) 1002

オロス〔下〕　　　　　　　　　　
（ママ）

　370　オロシテケリ（○平上上上濁平) 847詞

＜力　行＞

力牛ナス〔掻嶋〕　　　　　　　　゛゛

　268　カキナスコトノ（平上平平平上○）586

カク〔懸・掛〕　→ヌギカク

　352　カケナクニ（平平上平○）803

　128　カケシ（平平上濁) 254

　228　カケテ（平上上) 468詞

カクス〔隠〕

　369　カケカクシ（平上濁平上平) 846

　395　カクセ,トモ（平席上平備平）885

カタル〔隠〕　→ミガクル

　388　カクレナムト（平上平平平○）884詞

カシコム〔畏〕

　453　カシコミ（平平上平）1002

カタシク〔片敷〕

　325　コロモカタシキ（○○○○平上平) 689

カタマル〔固〕

　462　カタマレル（上上上平平）1005

カナシブ〔愛〕

　８　カナシフ（○○上平濁）索18

カフ〔飼〕

　　19　カフコノ（平上平平）一索40

カフ〔替・換〕　→ヌギカフ

　394　カヘラレムト「」ﾕ上上上○○）885詞

カヘリク〔帰来〕

　361　カヘリクルカニ「○○○平上」二上) 829

カヘル〔帰〕

　168　カヘリカテニシテ（平平上上濁上上○

　　○）388訓

　170　カヘリネト（平平上平○）389詞

　173　カヘリナムト（○○○上上平) 392詞

　161※カヘル山（平平平一）370
　　　　　　　－
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　171　カヘルサマニハ（平平上上上上O) 389

カル〔刈〕

　345　カルマテ（上上平平濁) 776

カル〔離〕　　　　、、

　276　カレナテ（上平上平濁）･623

　352※カルラム（上平平上）803

カル〔枯〕

　96　カレナクニ（上平上上上) 155

　132　カレメヤ（上○上上) 268

カル〔借〕

　93　カラナム（上上平平) 141

キク〔聞〕

　354　キカクニ（平上平平) 811

　58　キク（上平）16

　227　キク（上上) 467

キコユ〔聞〕

　382　キコヘニ（上上平○）874詞

キコエツク〔聞付〕

　443　キコヘツカナム（上上平平平○○）998

キユ〔消〕

　　60　キエナクニ（上上上上上）19

　396　ケナクニ（上上平○）885

　373　キヘナヽム（上平上○○）854

　424　ケナマシ（上平○○）954

　448　ケナハ（上上平濁）1001

　448　ケヌヘク（上平○○）1001

　144　ケヌ､ラシ（上平○○）319

　194　キユト（上平○）431

キリトホス〔切通〕

　　　　　　（ママ）　238　キリトヲシ（上上平平上) 492

キル〔着〕

　　　（ママ）　414　ヲリテキマシヲ（上平平･上上平○）925

キル〔切〕

　187　キルヘキニ（平平平濁○○）421

キル〔霧〕　→アマキル

ク〔来〕　→アサダチク・カヘリク・チリク・

　ミチク

　69　コム（平上）54　　　　　　ダ

　88　コナクニ（平上平平) 123

　171　ギニシ（上上上) 389

　276　キヌル（上上上）620
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　123　キテヌキカケシ（上平平上濁平平上）

　　239

　74　キテモ（上上平）74

　277　クル（平上) 623

　326　コテフニ（上平平上) 692

クダチュク〔降行〕

　398　クタチュク（上上濁平○○）891

クハハル〔加〕

　437　クハヽル（平平平上) 985

クモル〔曇〕

　153　チリカヒクモレ（上平平上平平上) 349

クル〔暮〕

　　68　タルト（上平上）45

ケ〔消〕　→牛ユ

コギヅ〔漕出〕

　317　コキテナム（平上平濁○○）669

コグ〔漕〕

　303　コク（平上濁) 732

コス〔越〕　→オモヒコス

　536　ネコシ（平上平) 1098

　536　ヤマコシ（平平上平) 1098

コトナシブ〔事無〕

　319　コトナシフトモ（平平平上平平平) 674

コヒシヌ〔恋死〕

　248 ｡ コヒシネト（○○上平平) 526

コヒマサル〔恋益〕

　　97　コヒマサリケリ（平平○○○○○）162

コフ〔恋〕

　245　コヒハ（平上○）512

　　53　（コヒ）サラメカモ（平濁平○上平）

　　索145

　333　コヒテ（平上○）747詞

　246　コヒヤシヌルト（平上上上上上平) 518

　489　コフルコトヲ（平平○○○○）1058

　コフ〔請〕

　　98　コヒニ　（平上上) 167詞

　コユ〔越〕

　　349　コエシトテ（上上上濁平平) 789

　　151　コエヌヘラナリ（上平平上濁平○○）

　　　348

　コル〔懲〕　→コリズマニ

＜サ　行＞

　サカユ〔栄〕

　　29　サカエヲコリテ「」こ上上上.上濁平○）

　　　索70

　サク〔咲〕

　　88　アヤナヽサキソ「」ﾕ上上上上平平) 123

　　217　サキチル（上平上平) 457
　　　　　　　　　　　　　　　　（ママ）
　　70　サキニケラシナ（○○○上濁土.平平）59

　　465 ・サク（平平･）1008

｀ザク〔放〕

　　287　サクルモノカハ（上上上平平平○）701

　ザグル〔探〕　　　　　　　　　　

（ヤヽ）
　　191　サクラレテ（上上濁上上平) 427

サス〔鎖〕

　　428　サセリトモ（平上○○○）964

　　434　サセリテヘ（○○○上平) 975

　サダム〔定〕

　　193　サタメヌ（平平濁平上) 430

　438　サタメヌ（平平濁平上）989

　　306　サタメヨ（平平濁上平) 646

　サヤグ

　　484　サヤク（平平上濁) 1047

　サル〔去〕　　　　．･　　　
（マヽ）　　　　　　　　　

i

　　465　ハルサレハ（平上上濁上上）1008

’シク〔敷〕　→カタシク

　シゲリアフ〔繁合〕

　　505　シケリアヒニケリ（○○○平上上○○）

　　　10･74

　シタク〔拉〕　→フミシタク　　　　　　・

　シヅク〔沈〕

　　368　シック（平平濁上) 845　　　　　　’

　シヌC死〕

　　246　コヒヤシヌルト（平上上上上上平) 518

　　248　コヒシネト（○○上平平) 526

　シノブ〔偲〕

　　237　シノハム（上.上上濁上) 486

　シム〔染〕

　　63　シミヌル（上平平上）35

　シル〔知〕　→ヘシル

・　16　シラステ（○○平濁平）索34
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　　　　　　　　　　　　　　　　-一一

　55　ヨミヒトシラス（平平平濁平平上平濁）

　　31

　177　シラヌマニ（上上上上上) 398

　236　シルラメヤ「」ﾕ平平上平) 485

　320　シルトイヘハ（上上○○○○）676

シヲル〔萎〕

　41　シホルレハ（平･平平平平濁）索106

ス〔為〕

　258　ワスレシモセム（上.上平平平上上) 547

　423　セム（上上）950

　472　セムカタ（上上上平) 1023

　473　’シタソメニセム（上上.上濁上上上上）

　　1026

　425　イサリセムトハ（上上濁上上上.００）

　　961

　302　シカモセヌ（平平上上上) 730

　454　カヘリミモセヌ（平平平上平上上)1002

　117　ヤトリセハ（○平濁平上平濁) 229

　449　セムスヘ（上上平平濁）1001

　340　ナニシ（平上平）　《762》.　（

7ヽ）
　　89　タヒネシテシカ（○○○上平平濁平）

　　126

　186　カリシテ（平上_L平) 418詞

　471　マクリテニシテ（上上ﾋ上濁上上で））

　　　《10m

　150　カクシツヽ（）ユ平上平平) 347

　101　カハセウェウシシケル（上平平上上上

　　上濁上平平) 170詞

　234　ハナツミシケル（平平平平上平平) 479

　　詞

　117　ヤトリハスヘシ（平平濁平上ﾋ上濁上）

　　228

　269　セウソコスドテ（平上平平上平平) 589

　　詞

　248　スル「上」ﾕ) 526

　112　イネカテニスル･（平上上濁）二上」二上）

　　220

　471　ミェカクレスル「平よ上司上上.上」ﾆ.）

　　1018

　254　コヽロガヘスルモノニモカ（平平平平

　　濁平上上平平上平平）540

　477　マトヒコソスレ（平平濁）こL平上平）

51

　　1029

　　58　イヘヰシセレハ（平平平上上平平濁）16

　509　ヤマカツラセヨ（平平上上平上平)1076

スキカヘス〔鋤返〕　→アラスキカヘス

スグ〔過〕
　　　　　　　　　　　（ﾔヽ）　　87※スキカテニ（平上上濁上上) 120

　487　スクハカリナリ（平平濁平濁上平上平）

　　1054

スグス〔過〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　（ﾏヽ）　　83　スクシテシ（平平濁上平上濁) 98

スサム〔遊〕　　　犬

　401　スサメス（平平上平濁）892

スツ〔捨〕　　　　　フ

　214　ステヌモノカラ（上上上上上上平) 455

スマフ〔住〕

　279　スマヘハ（平平上平濁) 631

セキアフ〔塞敢〕

　　　　　　　ｴﾄ９ム　　（ﾏﾏl　263　セキアヘス（平上濁平上平濁) 557

セク〔塞〕

　362　セケハ（平上平濁) 836

　416　オモヒセク（平平平平上■.) 930

セメク〔閲〕

　404　セメキケム（平上上平平）903

ソハル〔添〕

　　　　（ﾏﾏ）　257　ヲキソハリツヽ（上平上上平○○）545

　460　ソハレル（上上平平）1003

ソホツ〔濡〕

　178　ソホチヌル（上上平平平) 401

　189　ソホチツヽ（上上平○○）422

ソム〔染〕　→オモヒソム

　　56　ソメテシ（○○平上濁）７

ソム〔初〕　→タノミソム

＜夕　行＞

タウブ〔賜〕

　96　タウヘケルニ（平平上濁○○○）161詞

タギツ〔浪〕　→オチタギツ

　238　タキツコヽロヲ（上上濁上○○○○）

　　491

タグフ〔類〕，

　90　タクフ心（平平濁上－）132
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

タチナラス〔立馴〕

　198　タチナラシ（平上上上平) 439

　528　タチナラシ（○○上上平) 1094

タチマツ〔立待〕

　343　タチマタレツヽ（平上平平上平上) 772

タチヤスラフ〔立休〕

　449　タチヤスラヘハ「平上」二上」ユ平平濁）

　　1001

タツ〔立〕

　163※タチナム（平上上上) 371

　282　タチヌヘシ（平上上上濁上) 642

　l羽　タツラム（平上平平) 627

　441※タツタヤマ（平上上上上) 994

　256･　アケタテハ（上平平上平濁) 543

　411　タテリ（平上○）919詞

タツ〔発〕　→アサダチク

　158　アサタチテ（平平上濁平平) 366

タテマツル〔奉〕

　383　タテマツリ（平上上上平) 874詞

タナビク〔棚引〕

　　９　タナヒク（平平平濁上.）索20

タノミソム〔頼初〕　　　　　　　　　　（ママ）

　260　タノミソメテ牛（○○○○○平平濁)553

タハル〔戯〕　→オモヒタハル

タユ〔絶〕

　353　タエナマシカハ（平上上上平平上濁）

　　810

　351　クヘヌト（平上上平) 793

　358　タエテ（平上平) 825

タヲル〔手折〕

　　　　（マヽ）　　69　タオリテモ（上.上平上平）54

チラス〔散〕

　137　フキナヂラシソ（○○○上.上平平) 285

　　　　　　　（i／）　224　チラシク（上上上上) 464

チリカフ〔散交〕

　153　チリカヒクモレ（上平平上平平上:.) 349

チリク〔散来〕

　220　チリクメリ（上平上平○）459

チル〔散〕

　135　チリヌヘミ（上平平上濁平) 281

　217　サキチル（上平上平) 457

　139　チルラメ（上上○○）298

ツカフ〔仕〕

　砧4　ツカフトテ（平上平○○）1002

ツク〔著・付〕　→イロヅク・牛コエツク

　482　ヽﾕ/ケモアヘナクニ（平上平平平上平○）

　　((1047》

　458　チリニツケトヤ（上上上平上平平）1003

ツグ〔継〕

　吋4　ツキテ（上平濁平) 318

　178　イヒツキテ（上平士.平濁○）405詞

ツクル〔作・造〕

　485　ツクルメリ（平平上上平）1051

　468　ツクレハカ（平平上平濁上) 1013

　443　ツクレルソト（平平上平上濁○）997詞

ツツ〔傅〕

　63　コトヤツテマシ（○○○上上.上平> 30

ツツム〔包〕

　376ツヽマム（平平平上) 865

　262　ツヽメトモ（上上平平濁平) 556

ツム〔積〕

　498　ツメ（上平) 1069

ツム〔詰〕

　･214※ナツメソ（上平上平) 455

トク〔解〕

　430　トケテ（平上上) 966詞

トグ〔遂〕

　428　ドケテ（平上濁平) 964詞

トドマル〔留〕

　49　トヽマレルカナ（○○○○○平上）索

　　141

ドドム

　68

　159

　　368

〔止〕

トヽメテハ（○○○平平）46　　（
ﾔヽ）

セキナトヽメソ（平平上上上濁）こ上濁）

トホス〔通〕　→キリトホス

ドヨム〔響〕

　110　山シタトヨミ（－○○平濁平上■.) 216
　　　－

　190　トヨムル（平濁平平上) 423

トル〔取〕

　175　トルヘク（平平上濁平) 392

　113　トレハ（平上平濁) 222
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ナガム〔詠〕･

　　　　（ナカ）　（マヽ）　192･　カナメテ（平上平平) 428

ナガラフ〔永〕

　150　ナカラヘテ（平平濁上平平) 347

ナガレヒル〔流干〕

　315※ナカレヒルマヲ（平平一濁平平上上上.）

　　665

ナク〔泣･‘･ 嗚・啼〕

　104　イタグナナキソ（平平平平上平平) 196

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ﾏヽ）　493　マシラナナキソ（平上平平上平平濁）

　　1067

　106　ナクラム（上平平上）203

　479　ホロヽトソナク（平上上平上濁上.上）

　　1033

　480　ナソカヒョトソナク「」こ平濁平上平平・

　　上濁」二上)1034

ナグ〔凪〕

　　　　　　　　　（ﾏヽ）　336　ナキタル（平上平平) 753

ナゲク〔歎〕

　450　ナケカレヌ（平平濁平平上）1001

　237　ナケ牛（平平濁上) 486

ナゲキツム〔欺詰〕

　214※ナケキナツメソ（平平濁上上平上平）

　　455

ナス〔鳴〕　→カキナス

ナラス〔励|・平〕　→タチナラス

ナラブ〔並〕

　　　　目　並　也　　　　（マヽ）　337　メナラフ（平上上上) 754

ナリユク〔成行〕

　347　ナリユクカ（○○上上上) 784

ナル〔成〕

　538　ナリモナラスモ（平上平平上平濁平）

　　1099

　247　ナリナナム（平上上平平) 520

　　24　ナリニダリ（平上上平○）索59

　433　ナリニキ（平上上平) 973

　　76　ナリニシ（○○上上）90

　249　ナリニケリ（平上上上上) 528

　370　ナリニケリ（平上上上平) 847

　　11　ナリニケレハ（平上上上平○）索23

5ろ

　　358　ナリヌト（平上上平) 822

　　44　ナリヌル（○○上上）索123

　420　ナリテ（平上○）938詞

　223※ミヤハナル「」ﾕ上」ユ平平) 463

　ナル〔馴〕

　481　ナレハ（平上平濁) 1035

･ニアフ〔似合〕　→アヒニアフ

ニグ〔逃〕

　389　ニケテ「平上濁」ﾕ) 884

ニナヒモツ〔荷持〕

　490 ・ニナヒモテ（○○○平平）1058

ニホフ〔匂〕

　386　ニホヒヌルカナ（○○○上上○○）876

ニル〔似〕

　326　コテフニヽタリ（上平平上上平平) 692

ヌ〔寝〕

　538　ネテ（上平) 1099

　237　ヌトハ（上平平) 486

ヌギオク〔脱置〕

　　　　　　（ﾏﾏ）　330　ヌキヲキテ（平上濁上○○）745詞

ヌギカク〔脱掛〕、

　123　ヌキカケシ（平上濁平平上) 239

ヌギカフ〔脱換〕

　314　ヌキカヘカテラ（平上濁上上上濁上.平）

　　655

ヌキミダル〔抜乱〕　　　’

　413　ヌキミタル「」ユ平平平濁上) 923

ヌク〔貫〕

　413　ヌカムト（上上上平) 222

　　ｙ]　ヌ、ケル（上平平）索98

ネガフ〔願〕

　　　　　　ｲ也楽也　　27　ネカヒ（平平濁上）索65

ノガフ〔却〕･

　483※ノカヒカテラニ（平平濁平平濁上平平）

　　　1045

ノバフ〔述〕

456　ノハヘマシ（平平濁平上平) 1003

＜八　行＞

ハフ〔延〕　→フリハフ・ヲリハフ

ハブラス〔放〕
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　492　ハフラサシ（上上濁上上上濁) 1064

ハラフ〔払〕

　184　ハラヒツヽ（平平上.平平) 416

ヒル〔嘘〕

　482　ヒヌカナ（土止平平) 1043

ヒル〔二目

　189※ウクヒストノミ（土.平辻平澗平○○）

　　422

　315※ナカレヒルマヲ（平平濁平平土.上上）

　　665

フ〔経〕
　　　皆也　鰹也　197※ミナヘシ（上平平上) 437

　133　ヘニケム（）二上平上) 273

　　　　（ﾆ）　199　ヘムケム（平○平平) 439

フク〔吹〕

129　フキニシ日（平上上上―) 256
　　　　　　－

　357　フキトフキヌル（平上○○○○○）821

　514　マカネフクキヒノナカヤマ「」ユ上上」二

　　上平上濁○平平平平) 1082

フス〔伏・臥〕

　110　シカラミフセテ（平平濁平に平上○）

　　217

　534　ヨコホリフセル（上辻）二平平上○）1097

フミシタク〔踏拉〕

　201　フミシタク（上平平平平) 442

フリイヅ〔振出〕

　95　フリイテヽソナク（上平平上.濁上平濁

　　○○）148

　272　フリイテツヽ（上平平上溺○○）598

フリカクス〔降隠〕

　138　フリカクシテシ（平上○○○平上) 288

フリサケミル〔振放見〕

　179　フリサケミレハ（上平上平･○○○）406

フリハフ〔振延〕

　200　フリハヘテ（上平平上平) 441

フル〔降〕

　361　フラナム（平平･平平) 829

　136　（ふる）ラシしヒ平) 284

　342※フルヤノ（平上上上) 769

フル〔古〕

　379　フリニシ（平上上上）870

　45　フリニシ（○上上上）索126

ヘシル:〔経知〕

　　　　　　皆　経　知　198※ミナヘシリヌル（上平上上平平平) 438

＜マ行＞

マガフ〔紛〕

　　　　　　　　　　　　　（マヽ）　153　マカフカニ（○○○上上■.)349

マカル〔罷〕

　366　マカリテ（平上平○）843詞

マツ〔待〕　→タチマツ

　522　マテハ（平上平m 1087

ミガクル〔水隠〕

　265　ミカクレテ（平平濁上平○）565

ミダル〔乱〕　→ヌキミダル

　　60　（みだる）ヘラナレ仁ﾋ濁平平平）23

ミチク〔満来〕

　406　ミチクラシ（○○上平平) 913

ミユ〔見〕

　H1　ミェステ（平上平濁○）217

　174　ミェナナム（平上上平平) 392 1

　165　ミユハカリナリ（平平平･濁上平○○）

　　378

　347　（みゆる）モノカラ（○○土止) 784

ミル〔見〕　→フリサケミル

　190-:-ウツセミムカシ（平平上平上平平) 425

　403　ミマク（上上平）900

　･335　ミマクノ（上上上○）752

　74　ミナクニ（上上平平）74

　　　　　　　　　　　　　　　（ﾏﾏ）323　ミマレミスマレ（上平平上平平平）680

　235　ミテシ（上上上濁) 479

　　　　　　　　　　（ﾏヽ）　　　　　　　　　●　328　ミテシカ（上平平濁平) 695

　354　ミキトナイヒソ（上上平平上.平平) 811

　533　サヤニモミシカ（平上平平平上）ﾕ) 1097

　311※ミツトモ（上上平平) 649

　433※ミツノ（上上○）973

　196　ミツル（上平平) 436

　437　ミルナヘニ（平上上平○）985

　251※ミルメ（平上平) 531

　325　ミルモノカラヤ（平上上上上平平) 685

　508　ミルカニ（○○上上) 1076

ムスブ〔結〕

. 255　ムスヒテム（○○○平上) 541
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モミヂアフ〔紅葉敢〕

　107　モミチアヘナクニ（○○上濁平平上平

　　平) 209

モユ〔燃〕

　350　モエケルヲ（上平上平○）791詞

モル〔守〕

　459　モル身ノ（平上上○）1003

＜ワ．行＞

＜ヤ　行＞

ヤク〔焼〕

　59　ケフハナヤキソ（○○○上上平平）17

　478　ヤケヲリ（上平上○）1030

　349　ヤケタル（○平平上）790詞

ヤムベ止〕

　345　ヤマヌカ（上上上上) 774

ヤル〔遣〕

　537　コトツテヤラム（平平平上.上上上) 1098

　　92　ヤラシトヤ「」二ヒヒ濁平平), 136

ユク〔行〕　→ナリユク

　164　ユケハ「」ﾕ平平濁) 375

ヨコホル〔横〕

　534　ヨコホリフセル０ニ上上平平上○）1097

ヨバフ〔呼〕

　253　ヨハヽム（平平･濁平上) 539

ヨル〔寄〕

　481　ヨリナム（上平○○）1035

＜ア　行＞

55

ワカル〔別〕　　　　　　　　　　　　　　　≒

　296　ワカレナメ（平上上上.平) 717

ワク〔分〕

　376　ワカヌ（平平上) 866

　379　ワカネハ（平平上平濁）870

ワスル〔忘〕

　300　ワスレメヤ（上上上上上) 723

　258.ワスレシモセム「上」ﾕ平平平上」ﾕ) 547

ワタル〔渡〕

　304　ナキテワタルト（○○○上上上平）ヽ735

ヰル〔居〕

　440プオキヰテ（平上上平) 993

ヲサム〔葬〕・

　　　　（ﾏﾏ）　　　　　　　　　　（ﾏﾏ）　362　オサメテケル（平平上上上濁平) 831詞

ヲシム〔惜〕

　312　名ヲヽシミ「」こ平平平上) 653

ヲリ〔居〕

　478　ヤケヲリ（上平上○う1030

　　　　　　　　　（ﾏﾏ），’　468　イトヒシモオル（平平上平平上平）1011

　　　　　　　　　（ママ）　472　トコナカニオル（_LIこ上上.上上平)1023

ヲリハフ’〔折延〕

　　　　（ﾏﾏ）　エトヨム　256　オリハヘ（平上.平上) 543　　　’･

ヲル〔折〕　→タヲル

　　　　（ﾏﾏ）　　72　オリテメ（平上上平）64

　　　　（ﾏﾏ）　　　　　　　　　　　（ﾏﾏ）　　83　オリテケルカナ（○○上上濁平平平）

　　100　　　　　　｀

〔形　容　詞〕

　　　　　　　　　イトヨム　　　　　　　　（マヽ）　　　　　316　アヒカタミ（平平平濁）ﾕ濁平) 665

　　　　アヒミマクホシ〔相見欲〕　→ホシ〔星〕

　　　　アヤナシ〔文無〕

　　　　　　65　アヤナシ（上上上平）41

　　　　　　88　アヤナヽサヰソ（上上上上上平平) 123

　　　　アラシ〔粗〕　’ダ

　275　アサミコソ（上上上上上) 618

アシダユシ〔足弛〕

277　アシタユク（平平平濁上平) 623

アダシ〔徒〕

　527　アタシコヽロヲ（上上濁上上濁上平○）

　　1093

アヒガタシ〔会難〕

　338　ヲサヲアラミ

　455　イタマアラミ

イキウシ〔行憂〕

（平上上LI二平) 758

（○○○平上平) 1002

　169　イキウシト（上上上上平) 388

イトキナシ〔幼〕
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　424　イトキナキ（上上上上平) 957詞

ウシ〔憂〕　→イキウシ・モノウシ

　189※ウクヒストノミ（上平上平濁平○○）

　　422

ウレハシ〔憂〕

　475　ウレハシキ（平平平平上■.) 1027

オソシ〔遅〕

　　　　　遅也　　26　花ヲソフトテ「一上」ユ平○○）索62
　　　－

オホシ〔多〕

　474　オホシト（平平上平) 1027

オモシ〔重〕

　　　　　　　（ママ）　328　ツユヲヲモミ（平上平上上平) 694

　　　　　（ﾏﾏ）　398 、ウレヲモミ（○上上上平) 891

＜力　行＞

カタシ〔難〕　→アヒガタシ・ワキガタシ

カナシ〔悲〕

　356　カナシモ「上」二上平) 819

キヨシ〔清〕

　140　ミツキョミ（○○平上平）304

　317　ソコキョミ（上上上上平) 666

ケケレナシ〔心無〕　→ケケレ・ココロ

　534　ケヽレナク（平平平上上) 1097

コシ〔濃〕

　386　コクモ（上平平) 876

　203※コシトヤ（平上平平) 444

＜サ行＞

サムシ〔寒〕

　108　夜ヲサムミ（－○平上平) 211
　　　－

　184　夜ヲサムミ（－○平上平) 416
　　　－
　346　野カセヲサムミ（一平上濁平平上平）
　　　－

　　781

シゲシ〔繁〕

　288　シケヽム（平上濁平平）702

スベナシ〔術無〕

　306　スヘナクテ「平上濁」ﾆ平○）645詞

　522　スヘナシ（平上濁平上) 1087

＜夕　行＞

タカシ〔高〕　／

　488･　クカク（平上平) 1056

タノシ〔楽〕

　498※タノシキヲ（平平平上O) 1069

タユシ〔弛〕　→アシダユシ

ツレナシ〔辿無〕

　236　ツレモナキ（上上平○○）486

＜ナ　行＞

ナシ〔無〕　→タナナシヲブネ・ココロナシ・

　スベナシ・ハカナシ・ワリナシ

　　97　フレートハナシニ（○○○○上上上) 164

　242 ･イフヒトナシニ（上上上上上平平) 505

　334　ワタルトナシニ（○○○○平上上) 749

　466　マヒナシヱ（上上上上上）1008

　299　ソコヒナキ（平平平平上) 722

　･490　アフコナキコソ（平上平濁平上○○）

　　1058

　240　アフヨシツナミ（平上上上上上平) 497

　275　ヨルヘナミ（上上平濁上平) 619

　449　セムスヘナミニ（上上平平濁上､平上）

　　1001

　47レセムカタナミ･ソ「」二上上平上平平濁）

　　1023

　477※ヒトニツキナミ（○○○平平平平) 1029

ニクシ〔憎〕

　278　人ニクカラヌ（一上上平平上) 631
　　　　－

＜八　行＞

ハカナシ〔果無〕

　282　ハカナニモ（上上上上平) 644

　282　ハカナミ（平平上平) 644

ハヤシ〔早〕

　348　カセハヤミナリ（ＯＯ平上平平○）785

ホシ〔欲〕　→アヒミマクホシ

＜マ行＞

マサシ〔正〕
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-　　-

　163　マサシ牛（平平平上) 374

マダシ〔未〕

　121　マタキウツロフ（平上濁）ユ○○○○）

　　232

　277　マタキタツラム（平上濁上.平上平･平）

　　627

　340　マタキ（平ユｊＬﾋ) 763

　389　マタヰモ（平上濁上.平) 884

モノウシ〔嶺〕

　　57　モノウカルネニ（平平上平上上平）15

＜ヤ　行＞

ヨシ〔良〕

＜ア　行＞

57

　　　　　　　　（ママJ486　ヨケク（平上濁平）又説ヨケク（平上

　O) 1052

293　コトノミソヨ牛（平平･上平平濁平上）

　711

＜ワ　行＞

ワキガタシ〔分難〕

　　３　ワキカタカリケラシ（○○○○○○上.

　　（ﾏﾏ）　　濁上平）索13

ワリナシ〔理無〕

　266　ワリナクモ（上上上平○）570

ヲシ〔惜〕　　　　　　　　　　　　　　（;●

　　　　　　　　　（ﾏﾏ）　435　アレマクモオシ（上上上上平平上) 981

〔副　詞〕

アサナアサナ〔朝朝〕

　469　アサナアサナ「平平上」二上上) 1013

イカガ〔如何〕

　217※イカヽサキチル（上平平濁上平上.平）

　　457

イカニ〔如何〕

　346　イカニフケハカ（上jlz平○○○○）777

イサザメニ

　213　イサヽメニ（平平上濁上上) 454

イタク〔甚〕

　104　イタクナナキソ（平平平平上平平) 196

イヤ〔弥〕

　282　イヤハカナニモ（上上上上上上.平) 644

　462　イヤカタマレル（上上.上上上平平）1005

ウチツケニベ打付〕

　203※ウチツケニ（平上上上○）444

　371　ウチツケユ「平上上」」こ) 848

エ〔能〕　　　　　.･

　280　エアハテ（上.平上.平濁) 632詞

　421　エイテタヽシヤトしヒ○○○○○○○）

　　938詞

オホヨソ〔凡〕

　　23※オホヨソ（平平○○），オヨソ（平平平）

トヨムヘシ　索56

＜力　行＞

カク〔斯〕

　66　カクサタカニ（上平平上濁平平）42詞

　150　カクシ･ツヽ（上平上平平) 347　・

　419　ナソモカグ（上平濁平上平) 934

　497　カクシコソ（上平平上平) 1069

カツ〔且〕

　144　カツソケヌラシ（平上平濁上平○○）

　　319

ガテニ　→イデガテニ・イネガテニ・カヘリガ

　テニ・スギガテニ「以」ユ〔迎語〕参照）

カヒヨ

　480　カヒョトソ（平上平平上濁) 1034

カレナデ〔離〕

　276　カレナテ（上平上平濁) 623

ケニ〔異〕

　264　ワタルヨリケニ（○○○○○上.上) 562

ゲニ〔実〕

　297　アリショリケニ（○○○○○平濁上）

　　718

ココラ〔許多卜

　106　.１.ヽラナクラム（平上平上平平上) 203
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コトニ〔殊〕

　25※秋ノ月ノ夜コトニ（―平上平･）殊也他
　　　一一
　　流二毎也　索61

　216※ケサカラコトニ（平上上上平上｡０）456

　294　色コトニシテ（一平上平上O) 711
　　－

コリズマニ〔懲〕

　278　コリスマニ｡「平平上濁」ﾕ上) 631

＜サ　行＞

サ〔然〕

ご383　サナムアリッルト（平上上○○○○○）

　　874詞

サヤニ〔明〕

　533　サヤニモ（平上平平) 1097

シカ〔然〕

　302　シカモセヌ（平平上上上）730

シバシ　〔暫〕　　　　　　　　　　　　　　
（ママ）

　525　シハシハカリソ（平上濁上．０００上.）

　　　《1092》

スガラニ

　248　スカラニ（平上濁上○）526

ソヨト

　267　ソヨトしL平平一) 584

＜夕　行＞

タワワニ〔僥〕

　115　枝モタワヽニ･（－○上上上上) 223
　　　－

＜ナ行＞

ナカナカニ〔中中〕

　271　ナカナカニ（平･平平上○）594

ナソ〔ｲ可故〕

　121　ナソCL平濁) 232

　480　ナソ「」二平濁) 1034

　481　ナソ｀（上平m) 1037

ナソモ〔何〕

　250　ナソモ（上平濁平) 529
―
ｋ

419　ナソモカク（上平濁平上平) 934

ヂヘ二〔並〕

　106　ナキツルナヘニ（○○○○上平平）204

　437　ミルナヘニ（平上ﾋ平○）985

ナホ〔猶〕ご

　　　　（ﾏﾏ）　450　ナヲ（平上.）1001

＜ハ･行＞

ハタ〔将〕

　93　コヒセサルハタ（○○○○○土.平) 143

ホガラホガラト

　280　ホカラホカラト「平平濁」ﾆ○○○○）

　‘637

ホノボノ

　　32　ホノホノ「」ﾕ平平濁平）索85

ホロロト　　　　　　　　　　　　ヽ

　479　ホロヽトソ（平土止平上濁) 1033

＜マ　行＞

マタ〔又〕

　335ミテモ？夕（○○○上平) 752

マダ･〔未〕

　345　マタモ（平上濁平) 774

マヅ〔先〕

　297　マツソコヒシキ（平上濁平燭○○○○）

　　718

　349　マツコエシトテ吐平濁」止上濁平平）

　　789

・　465　マツサク（上○平平）1008

マニマニ〔随〕，

　1々2　雪ノマニマニ（－○上平○○）391
　　　－

ミナ〔皆〕

　197※イトヲミナヘシ（○○○上平平上) 437

　198　ミナ･ヘシリメル（上平上上平平平) 438

ムベ〔宜〕

　22　ムヘモ「」二平濁上）索53

モノワピシラニ〔物佗〕

　209　モノワヒシラニ（○○平平濁上平･平）

　　451



＜ヤ　行＞

「古今訓点抄」品詞別索引並に覚え徘　　　　（東辻）

　　　　　　　‥　　　　　＜ワ　行＞

ユメ〔夢〕　　　　　　･，

　312　イロニイツナユメ（○○○平上濁平平

　　平) 652

ヨシ〔縦〕

　出　ヨシミム人（土止○○－）222
　　　　　　　－

ワクラバニ

　427　ワクラハニ「士」ﾆ上平濁平) 96.2

ワビシラニ〔佗〕

　493　ワヒシラニ（上上濁上平平･) 1067

〔連　　語〕

アフサキルサ〔逢離〕

　491　アフサキルサニ（平上.平平上平平）1060

イデガテニ〔出郷〕

　429　イテカテニスル（平上溺上濁上上○○）

　　964

イネガテニ〔寝顛〕

　112　イネカテニスル「平上.上濁上」ﾕ上上）

　　220

カヘリガテニ〔帰顛〕

　168　カヘリカテニシテ（平平上.上.濁上.上○

　　○）388詞

スギガテニ〔過部〕

　　　　　　　　　　　　　（ﾏヽ）　　87　スキカテニ.（平上.上濁上上) 120

59

テフ〔といふ〕

　166　ワカレテフ（〇〇〇上平) 381

　239　アリテフソ（平上上平上濁) 493

　326　コテフニ「」ユ平平上) 692

　457　アリキテフ（平上平平平）1003

テヘ〔といへa

　434　サセリテヘ（○○○上平) 975

ミマレミズマレ〔見もあれ見ずも菅t!;〕

　323　ミマレミスマレ（上平平上平平平）680

モテ〔以〕

　38　コヽロモテ（○○○平上）索98

〔字　音　語〕

イウセンホフシ

　175　。幽。仙法師（イウセム) 393

ウリンヰン

　75　雲林院（ウリムヰム，平平平平平）75詞

エンブ〔閻浮〕

　448　エフノ身（平上濁○－）1001
　　　　　　－
ガノウタ

　148　。。賀ノ歌

ガヰン

　　78　°゜雅。院（カヰム，上濁平平）81詞

牛セン〔喜撰〕

　　42，牛セム（平上上）索107

キチカ･ウ〔桔梗〕

　199　率チカウノ花「平平上」二〇－）

　　440題

キャウシン

　395　尼。敬信゜（アマキヤウシム) 885

キンシヤウ

　520　。今。上（キムシヤウ）ノ御ヘノ　1086

　　左注

牛ンヰン｡

　305　近゜。院（キムヰム）ノ右ノ　737

ケウクン

　　　　　　（ﾏヽ）　186　ケウク（平上平）教討匪　418詞

ケングイホフシ

　176　登゜。。葛法師（ケムケイ) 396

ゴコクキ

　　　　　　　　　　（ママ）　　　　　・・　　41　御掴忌（コ｡コツ牛、平濁平平上）索106

ゴノミコ･

　373---閑院ノ゜゜五ノ御子（コ○ミ○）85､7詞
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サウビ〔薔薇〕

　196　サウヒ（平平平濁) 436

シンゼイホフシ〔真静法師〕

　211　。侃（シム）。。ｾﾞｲ法師　453

シヲニ〔紫苑〕

　200　シヲニ（上上上) 441題

ジンダイホフシ･〔神退法師〕

　413　神゜゜゜゜タイ法師　925

シャウボウ〔聖宝〕

　229　。聖゜゜賓（シャウホウ) 468

セウソコ〔消息〕

　269　セウソコストテ（平上平平上平平)589詞

センキュウ〔ｲ山宮〕

　132　ｲ山。容（セムキウ) 273詞≪「宮」の字

　　合点は平紐の位置≫

セドウカ〔旋頭歌〕《部立》

　463　。旋。。頭゜歌（セムトウカ）

チョウ〔寵〕《人名》

　164　°庖（チョウ) 376

テイジノヰン〔亭子院〕

　　羽　、亭゜゜子院（テヰシノヰム、平平上濁○

　○○）89詞

テンジ〔典侍〕Q（人名》

【第

　　85　。。典。侍（テムシ)107

ハイカイカ〔誹諧歌〕Q（部立》

　467　。誹。諧゜歌（ヒカイ○）

ハクワカウ〔百和香〕

　224　百和香りヽクワカウ，上上｡上平平)464題

バセウバ〔芭蕉葉〕

　212　ハセヲハ（上｡上上上｡濁) 454

マンエフシフ〔万葉集〕゛

　　34　万エフシフト（一〇〇平平○）索89
　　　－
ヤウ〔様〕

　　18　ソレカヤウニナムアルトヤウニ（○○

　　○平平上平平○○上上上上）索39

　442　カレヤφニノミ（上上上上上平平) 994

　　左注

リヤウアン･〔諒闇〕

　368　。諒。閤（リヤウアム）ノ年　845詞

リュウダン〔龍胆〕

　201　リウタムノハナ（平上上｡濁上○○○）

　　442題

リョウキデン〔綾綺殿〕

　128　。綾゜綺（レウキ）殿゜゜255詞

ワニ〔王仁〕

　　11　王仁（○ニトヨム）索23

一

一 部】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔助　動　詞〕

①　ズ〔打消〕　－ズ　アク（飽Ｂ），アリ（有Ｂ），シル（知Ｂ），スサム（遊Ｂ），セキアフ（塞

　敢Ｂ），ナルど成Ｂ），ヒル（千Ｂ），ミル（見Ｂ），ミユ（見Ｂ），ヨミビト（読人Ａ），コリズマ

　ニ（懲Ｄ）　一ザラ　コフ（恋Ｂ）　－ヌ　イタル（至Ｂ），オユ（老Ｂ），カタル（隠Ｂ），サ

　ダム（定Ｂ），シル（知Ｂ），ス（為Ｂ），スツ（捨Ｂ），ヒル（啜Ｂ），ヤム（止Ｂ），ワク（分Ｂ），

　ニクシ（憎Ｃ）　－ネ　ワク（分Ｂ）　一ナク　コヱ（声Ａ），ハナ（花Ａ），アフ（敢），カク

　　（懸Ｂ），カル（枯Ｂ），牛ユ（消Ｂ），ク（来Ｂ），ミル（見Ｂ）

②　ツ〔完了〕　一テ　オモヒソム（思染Ｂ），オロス（下Ｂ），スグス（過Ｂ），タノミソム（頼

　初Ｂ），トドム（止Ｂ），フリカクス（降隠Ｂ），ミル（見Ｂ），ムスブ（結Ｂ），ヲサム（葬Ｂ），

　ヲル（折Ｂ）　－ツ　ミル（見Ｂ）　－ツル　ミル（見Ｂ）

③’ヌ〔完了〕　－ナ　アリ（有Ｂ），カタル（隠Ｂ），カヘル（帰Ｂ），カル（離Ｂ），キユ（消

　Ｂ），タツ（立Ｂ），タユ（絶Ｂ），ナル（成Ｂ），フル（降Ｂ），ミユ（見Ｂ），ワカル（別Ｂ）

　一二　イヅ（出Ｂ），イロヅク（色着Ｂ），オツ（落Ｂ），オフ（生Ｂ），ク（来Ｂ），シゲリアフ

　　（繁合Ｂ），ナル（成Ｂ），フ（経Ｂ），フク（吹Ｂ），フル（古Ｂ）　－ヌ　キユ（消Ｂ），コユ

　　（越Ｂ），シム（染Ｂ），タツ（立Ｂ），タユ（絶Ｂ），チル（散）　－ヌル　オモフ（思Ｂ），ク

　　（来Ｂ），ソホツ（濡Ｂ），ナル（成），ニホフ（匂お），ヘシリレ（経知Ｂ）　－ヌレ　イロヅク

　　（色着Ｂ），オユ（老Ｂ）　－ネ　カヘル（帰Ｂ）
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④　ム〔推量〕，一ム　アクガル（憧憬Ｂ），イサリ（漁Ａ），イヌ（往Ｂ），ウツス（移Ｂ），オモ

　ヒタハル（思戯Ｂ），カタル（隠Ｂ），カヘル（帰Ｂ），ク（来Ｂ）,･シゲシ（繁Ｃ），シクソメ（下

　染Ａ），シノブ（偲Ｂ），ス（為Ｂ），タツ（立Ｂ），ツツム（包Ｂ），ヌク（貫Ｂ），ミル（見Ｂ），

　ムスブ（結Ｂ），ヤル（遣Ｂ），ヨバフ（呼Ｂ）　一メ　アリ（有Ｂ），オモフ（思Ｂ），カル（枯Ｂ），

　ワカル（別Ｂ），ワスル（忘Ｂ），ヲル（折Ｂ）

⑧　ケム〔推量〕　一ケム　セメク（閲Ｂ），フ（経Ｂ）

⑥　ラム〔推量〕　－ラム　カル（離Ｂ），タツ（立Ｂ），ナク（泣Ｂ）　－ラメ　ウツロフ（移Ｂ），

　シル（知Ｂ）

⑦　リ〔完了〕　－ル　カタマル（固Ｂ）

⑧･ケリ〔回想〕　一ケリ　イロヅク（色若Ｂ），オフ（生Ｂ），オロス（下Ｂ），ナル（成Ｂ），

　ミナワ（水泡Ａ）　－ケル　ウツ（打Ｂ），ス（為Ｂ），モユ（燃Ｂ），ヲサム（葬Ｂ），ヲル（折

　Ｂ）　－ケレ　ナル（成Ｂ）

⑨　タリ〔完了〕　－タリ　オコス（遣Ｂ），ナル（成Ｂ），ニル（似Ｂ）　－タル　ナグ（凪Ｂ），

　ヤク（焼Ｂ）

⑩　ナリ〔断定〕　－ナラ　コト（事Ａ），コヱ（声Ａ）　一ナリ　スグ（過Ｂ），ハヤシ（早Ｃ），

　ミナワ（水泡Ａ）　一二　サダカ（定Ａ），ホ（秀Ａ）　一二シテ　コト（殊Ａ）　一ナル　ト

　ヤマ（外山Ａ）　一ナレ　アダ（徒Ａ）

⑨　ベラナリ〔推量〕　一ベラナリ　コユ（越Ｂ）　－ベラナレ　ミダル（乱Ｂ）

⑩　メリ〔推量〕　一メリ　チリク（散来Ｂ），ツクル（作Ｂ）

⑩　ル〔受身〕　－レ　サグル（探Ｂ），ナゲク（歎Ｂ）

⑩　ラル〔受身〕　一ラレ　カフ（替Ｂ）

⑩　ベシ〔推量〕　－ベク　トル（収Ｂ）　一ペシレス（為Ｂ），タツ（立Ｂ）　一ベキ　キル（切

　Ｂ）　－ベミ　チル（散Ｂ）

⑩　キ〔回想〕　一半　アリ（有Ｂ），タノミソム（頼初Ｂ），ナル（成Ｂ），ミル（見Ｂ）　－シ

　オモヒソム（思染Ｂ），ク（来Ｂ），スグス（過Ｂ），チラス（散Ｂ），ナル（成Ｂ），ヌギがク（脱

　掛），フ（経Ｂ），フク（吹Ｂ），フリカクス（降隠Ｂ），フル（古Ｂ），ミル（見Ｂ）

○　ジ〔推量〕　オトヅル（訪Ｂ），カク（懸Ｂ），コユ（越Ｂ），ハブラス（放Ｂ），ヤル（遣Ｂ）

⑩　マシ〔推量〕　一マシ　キル（着Ｂ），ツツ（伝Ｂ），ノバフ（述Ｂ）　－マシカ　タユ（絶Ｂ）

⑩　ラシ〔推量〕　フル（降B),ミチク（満来Ｂ）

⑩　ケラシ〔推量〕　サク（咲Ｂ），ワキガタシ（分難Ｃ）

＠　ナラシ〔推量〕　ワザ（業Ａ）．

〔助　　詞〕

力〔係〕　アワ（泡Ａ），ヒト（人Ａ），タレ（誰Ａ），コフ（恋Ｂ），ツクル（作Ｂ），ナリュク（成

　行Ｂ），ヤム（止Ｂ）

カハ〔係〕　サク（放Ｂ）

が〔格〕　カヒガネ（甲斐嶺Ａ），牛ノトシサダ（紀利貞Ａ），セコ（兄子Ａ），タ（誰Ａ），タチバ

　ナノキョキ（橘清樹Ａ），ワ（我Ａ）

カシ〔終〕　ウツス（移Ｂ）

カナ〔終り　　オモフ（思Ｂ），トドマル（留Ｂ），ヒル（咄Ｂ），ヲル（折Ｂ）

ガニ〔終〕　マガフ（紛Ｂ），ミル（見Ｂ）
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カモ〔終〕

カラ〔格〕

コソ〔係〕

　（斯Ｄ）
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車ネ（巫女Ａ）

イツ（何時Ａ），カラコト（唐琴Ａ），ケザ（今朝Ａ），サキ（先Ａ），ウツロフ（移Ｂ）

アキ（秋Ａ），タノミ（頓A),-マドヒ（惑Ａ），ヨル（夜Ａ），アサシ（浅Ｃ），カク

サヘ〔副〕　コトノハ（言葉Ａ）

シ〔副〕　イヘヰ（家居Ａ），イマ（今Ａ），コヒ（恋Ａ），ナレ（汝Ａ），フネ（船Ａ），ヤブ（藪

　Ａ），ヤマ（山Ａ），イトフ（厭Ｂ），オク（置Ｂ）レソム（染Ｂ），カク（斯Ｄ）

シモ〔副〕　イクヨ（幾世Ａ），トキ（時Ａ），ワスル（忘Ｂ）

ソ〔係〕　アナタオモテ（彼方面Ａ），ウヒ（初Ａ），コト（言Ａ），セムカタ（為方Ａ），タノミ

　　（頼Ａ），ナレ（汝Ａ），ハナ（花Ａ），フヂバカマ（藤袴Ａ），フネ（船Ａ），ユキカヒヂ（行交

　路Ａ），アリ（有Ｂ），オトヅル（訪Ｂ），オモフ（思B),ツクル（作Ｂ），ナク（泣Ｂ），フリイ

　ヅ（振出Ｂ），ナシ（無Ｃ），カツ（且Ｄ），カヒヨ謎

ダニ〔副〕　ソ（其Ａ）

ツ〔格〕　オキツナミ（沖浪Ａ），シモツイヅモデラ（下出雲寺Ａ），タキツセ（滝瀬Ａ），ユフサ

　リツカ.タ（夕去方Ａ），ワタツウミ（海神Ａ）

ツツ〔接〕　ス（為Ｂ），タチマツ（立待Ｂ），ハラフ（払Ｂ）

テ〔接〕　ナニ（何Ａ），アグ（揚Ｂ），アサダツ（朝発Ｂ），アヒニアフ（相似合Ｂ），イトフ（厭

　Ｂ），イフ（言Ｂ），オク（置Ｂ），オル（織Ｂ）.カク（懸Ｂ），ク（来Ｂ），コユ（越Ｂ），ス（為

　Ｂ），タツ（発Ｂ），タユ（絶Ｂ），タヲル（手折），ツグ（継Ｂ），トク（解Ｂ），トグ（遂Ｂ），

　ナガム（詠Ｂ），ナガラフ（永Ｂ），ニグ（逃Ｂ），ヌ（寝Ｂ），フリイヅ（振出Ｂ），フリハフ（振

　延Ｂ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

デ〔接〕　アフ（会Ｂ），がモホユ（思Ｂ），カル（離Ｂ），サグル（探Ｂ）

テシカ〔終〕　ス（為Ｂ），ミル（見Ｂ）

ト〔格〕　アフミ（近江Ａ），アマ（海人Ａ），アレ（我Ａ），イマ（今Ａ），イモ（妹Ａ），ウグヒ

　ス（鶯Ａ），オモニ（重荷Ａ），オロシ（下Ａ）／カラコト（唐琴Ａ），ケニゴシ（牽牛子Ａ），サ

　ヨナカ（小夜中Ａ），スキモノ（好者Ａ），タ（田Ａ）レチリ（塵Å），ナニ（何Ａ），ヌサ（幣），

　ヤマ（山Ａ），ユキカヒヂ（行交路Ａ），アリ（有Ｂ），オク（世Ｂ,），オツ（落Ｂ），オトヅル（訪

　Ｂ），カタル（隠Ｂ），カヘル（帰Ｂ），クル（暮Ｂ），コヒシヌ（恋死Ｂ），コユ（越Ｂ），シヌ

　　（死Ｂ），ス（為Ｂ），タユ（絶Ｂ），ツク（著Ｂ），ナル（成Ｂ），ヌ（寝Ｂ），ヌク（貫Ｂ），ヒ

　ル（千Ｂ），ミル（見Ｂ），ヤル（遣Ｂ），ワタル（波Ｂ），イキウシ（行憂Ｃ），オホシ（多Ｃ），

　コシ（濃Ｃ），カヒヨ《擬声語Ｄ）h　ソヨト《擬声語Ｄ）h　ホガラホガラトU疑声語Ｄ》，ホロロト

　　《擬声語Ｄ》

ド〔接〕　アリ（有Ｂ），ウツロフ（移Ｂ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘･

ドモ〔接〕　カクス（隠Ｂ），ツツム（包Ｂ）　．

トモ〔接〕　コトナシブ（事無Ｂ）

ナ…ソ〔終〕　セキ（関Ａ），イフ（言Ｂ），サクベ咲Ｂ），チラス（散Ｂ），ナク（泣Ｂ），ナゲキ

　ツム（欺詰Ｂ），ヤク（焼Ｂ），アヤナシ（文無Ｃ）

ナ〔終〕　サク（咲Ｂ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

ナガラ〔接D　シモ（下Ａ），ハヤ（早Ａ）　　ｉ

ナム〔係〕　サダカ（定Ａ），モ（裳Ａ），サ（然Ｄ），ソレカヤウニ（それが様にＦ）・

ナム〔終〕　オク（置Ｂ），カル（ｲ昔Ｂ），ナル（戊Ｂ）ノフル（降Ｂ）,．ミユ（見Ｂ）

ニ〔格〕　アガタミ（隠見Ａ），アク（灰汁Ａ），アブクマ（阿武隈Ａ），アフサキルサ（逢離Ｅ），
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　イザヨヒ（猶予Ａ），イヅモデラ（出雲寺Ａ），ウネノノ（うねの野Ａ），ウヒ（初Ａ），オ牛べ

　　（沖辺Ａ），オハラノ（大原野Ａ），カガリビ（笥火Ａ），カクナワ（結果Ａ），カクレガ（隠処

　Å），カヂ（梶Ａ），カナタ（彼方Ａ），カヘルサマ（帰方Ａ），カレヤウ（離様Ｆ），ココロアテ

　　（心当Ａ），コト（事Ａ），コナタ（此方Ａ），コフ（請Ｂ），サ牛（先Ａ），シタゾメ（下染Ａ），

　シワ（皺Ａ），ス（巣Ａ），ソコ（其処Ａ），チノハ（茅葉Ａ），チリ（塵Ａ），トコナカ（床中Ａ），

　　トハ（永遠Ａ），トバ（鳥羽Ａ），ナ（名Ａ），ナミ（並Ａ），ネ（音Ａ），ノガヒ（野飼Ａ），ハギ

　　（脛Ａ），ハダレ（斑Ａ），ハツセ（初瀬Ａ），ヒトヅテ（人伝Ａ），フルエ（古枝Ａ），マ（間Ａ），

　マガヒ（紛Ａ），マクリデ（捲手Ａ），ミヤコ（都Ａ），ミヤマ（深山Ａ），メド（蓄Ａ），モノ（物

　Ａ），ヤカタ（屋形Ａ），ヨハ（夜半Ａ），アク（飽Ｂ），イヌ（寝Ｂ），カヘル（帰Ｂ），ク（来

　.B).ズグ（過Ｂ）。ニル（似Ｂ），ヲリ（居Ｂ），ソレカヤウニ（それが様にＦ），イデガテニ（出

　･難Ｅ），イネガテニ（寝難Ｅ），コリズマニ（懲Ｄ），スギガテニ（過難Ｅ），ナヘニ（並Ｄ），モ

　･ノワビシラニ（物佗Ｄ），ワビシラニ（佗Ｄ），ナシ（無Ｃ），ハカナシ（果無Ｃ）。モノウシ（愉

　Ｃ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛’　　　　　　　　　ｙ

ニ〔接〕　コヱ（声Ａ），ハナ（花Ａ），アフ（敢Ｂ），カク（懸Ｂ），カル（枯Ｂ），キク（聞Ｂ），

　ク（来Ｂ），ミル（見Ｂ），モ｡ミヂアフ（紅葉敢Ｂ）

ニテ〔格〕　ハテ（果Ａ），ヲチ（遠方Ａ）

　　　Φ　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶ノ〔格〕　アサカノヌマ（安積沼Ａ），アサノキヌ（麻衣Ａ），アスカノカハ（飛鳥河Ａ），アダ（徒

　Ａ），アナジノヤマ（穴師山Ａ）,･アフコノアソム（伶子朝臣Ａ），イカホノヌ,マ（伊香保沼Ａ），

　イソノカミナムマツ（石上並松Ａ），ウネノノ（うねの野Ａ），カリコモ（刈菰Ａ），クイ（悔Ａ），

　クメノサラヤマ（久米佐良山Ａ），コ（此Ａ），コ（蚕Ａ），コノシタツユ（木下露A),コノモカ

　ノモ（此節彼面Ａ），ササノクマヒノクマガハ（小檜隈檜隈河），サダノノボル（貞登Ａ），シノ

　ノメ（東雲Ａ），スガノノタダオム（菅野忠臣Ａ），ソ（其Ａ），タカシノハマ（高師浜Ａ），タミ

　ノノシマ（田薮島Ａ），チリ（敞Ａ），トノヘ（外重Ａ），ナガメ（眺Ａ），ナガラノハシ（長柄椙

　Ａ），ナゲ（無Ａ），ナラ（奈良Ａ），　yN /＼ソ（杵Ａ），ハルミチノツラ牛（春道列樹Ａ），ヒキノ

　　（日置野Ａ），ヒグラシ（日暮Ａ），ヒルメノウタ（日女歌Ａ），フルカハノヘ（古川辺Ａ），　フノレ

　カラヲノ（古幹小野Ａ），フルノイマミチ（布留今道Ａ），フルノタキ（布留滝Ａ），フルヤ（古

　屋Ａ），マキモク（纒向Ａ），ミチノク（陸奥Ａ），ミヅノヲ（水尾Ａ），ミツノコジマ（御津小島

　Ａ），ヤ（屋Ａ），ヨ（世Ａ），ヨツ（四Ａ），ヲガタマノキ（小賀玉木Ａ），ヲノヘ（尾上Ａ），カ

　フ（飼Ｂ）

ノミ〔剛〕　カレヤウ（離様Ｆ），コト（言Ａ），スキモノ（好者Ａ），ヒトヅテ（人伝Ａ）

ハ〔係〕　アガタミ（謁見Ａ），イマ（今Ａ），オモヒ（思Ａ），カタコヒ（片恋Ａ），　ココロノマセ

　　（心馳Ａ），サカリ（盛Ａ），シモ（ｍＡ），クタヂ（直道Ａ）｡トコロ（所Ａ），ナ（名Ａ），ナニ

　ハ（難波Ａ），ハルベ（春方Ａ），フリ（降Ａ），ホ（秀Ａ），ミヤマ（深山A),モノ（物Ａ），ヤ

　ド（宿Ａ），ヤドリ（宿Ａ），ヨ（世Ａ），アリ（有Ｂ），オク（置Ｂ），トドム（止Ｂ），ヌ（寝Ｂ）

バ〔接〕　コト（事Ａ），アサダチク（朝発来Ｂ），イヌ（往Ｂ），イロヅク（色着Ｂ），オヒス（生

　Ｂ），牛ユ（消Ｂ），サル（去Ｂ），シヲル（萎Ｂ），ス（為Ｂ），スマフ（住Ｂ），セク（塞Ｂ），

　タチヤスラフ（立休Ｂ），タツ（立Ｂ），タユ（絶Ｂ），ツクル（作Ｂ），トル（取Ｂ），･ナル（馴

　Ｂ），マツ（待Ｂ），ユク（行Ｂ），ワク（分Ｂ）

バカリ〔副〕　イツ（ｲ可時Ａ），カゲ（影Ａ），オモフ（思Ｂ），スグ（過Ｂ）

へ〔格〕　コシ（越Ａ）

マデ〔副〕　カル（刈Ｂ）

モ〔係〕　アナタ（彼方Ａ），オ牛べ（沖辺Ａ），･カヘリミ（顧Ａ），タヅキ（方便Ａ），タマ（玉
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　Ａ），クレ（誰Ａ），ニハ（庭Ａ），ハナ（鼻Ａ），ヒコボシ（彦星Ａ），ヒト（人Ａ），マ（間Ａ），

　ミヤコベ都Ａ），ムツゴト（睦言Ａ），ユフツケドリ（木綿付け鳥Ａ），ヲチ（遠方Ａ），ク（来Ｂ），

　タヲル（手折Ｂ），ツク（若Ｂ），ナル（成Ｂ），コシ（濃Ｃ），ツレナシ（辿無Ｃ），ハカナシ（果

　無Ｃ），マダシ（未Ｃ），ワリナシ（理無Ｃ），サヤニ（明Ｄ･），シカ（然Ｄ），ナソモ.（何Ｄ），マ

　ダ（未Ｄ），ムベ（宜Ｄ）　　　　　　　　　　　　　　．

モ〔終〕　サカリ（盛Ａ），サガリバ（下葉Ａ），フヂバカマ（藤袴Ａ），フリ（降Ａ），コフ（恋

　Ｂ），カナシ（悲Ｃ）

モガ〔終〕　ス（為Ｂ）

モノカラ〔接〕　カガリビ（寄火Ａ），スツ（捨Ｂ），ミュ（見Ｂ），ミル（見Ｂ）

ヤ〔係〕　アフミヂ（近江路Ａ），クロカミ（黒髪Ａ）．ケニゴシ（牽牛子Ａ），コガメ（小亀Ａ），

　シワ（皺Ａ），チリ（塵Ａ），ハル（春Ａ），ヒト（人Ａ），ヨ八（夜半Ａ），アク（飽Ｂ），カタル

　　（隠Ｂ），カル（枯Ｂ），コフ（恋Ｂ），シル（知Ｂ），ツク（著Ｂ），ミル（見Ｂ），ヤル（遣Ｂ），

　ワスル（忘Ｂ），コシ（濃Ｃ）　　　　　　　　　”

ヤハ〔係〕　ミ（実Ａ）

ヤ〔間〕　オホハラ（大原Ａ），サラシナ（更級Ａ），ミマサカ（美作Ａ）

ヨリ〔格〕　アシベ（葦辺Ａ），ハナツミ（花摘Ａ），ミカキ（御垣Ａ），ミヤマ（深山Ａ）

ヲ〔格〕　アラヲダ（荒小田Ａ），アワ（泡Ａ），カタ（潟Ａ），カヒガネ（甲斐嶺Ａ），ココロバセ

　　（心馳Ａ），コソ（去年Ａ），コヒ（恋Ａ），シモヨ（霜夜Ａ），セ（瀬Ａ），セコ（兄子Ａ），ソ

　　（其Ａ），タマヅサ（玉章Ａ），タレ（誰Ａ），チこトセ（千歳Ａ），ナ（名Ａ），ナガメ（眺Ａ），ナ

　ラハシモノ’（習物Ａ），ナレ（汝Ａ），ネギコト（祈言），バセヲバ（芭蕉葉Ａ），ハ（はＡ），ヒ

　ルマ（昼間Ａ），フネ（船A),フモト（麓Ａ），ミョベ御代Ａ），モ（裳Ａ），ヨ（世Ａ），　ヨノレ

　　（夜Ａ），ワレ（我Ａ），ソフ（添Ｂ），タノシ（楽Ｃ）

ヲ…ミ〔格〕　ツユ（露Ａ），ノカゼ（野風Ａ），ヨシ･（由Ａ），ヲサ（晟Ａｙサムシ（寒Ｃ）
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　　　　　　　　　付・『古今訓点抄』本文の性格についての覚え書

　　　（－）　部類名

　　『古今訓点抄』の部類名は次のごとくである．

　　春歌上，春歌下，夏歌，秋歌上，秋歌下，冬歌，賀歌，離別歌，物名，恋一，恋二，恋三，恋

　四，恋五，哀傷，雑歌士，妬歌下，姪鉢（短歌・旋頭歌・誹諧歌），大歌所御歌（神アソビノウ

　タ・トリモノヽウタ・ヒルメノウタj，東歌

　　「鵬旅歌」が見当らないが，これは部類名の書写洩れと考えられる．

　この部類名を見ると，「恋一」以下「恋五」までの五つの名称が第二次本（al）.（元永本等）と等

しく，他は第四次・第五次本のと一致することを知るのである．中でも，「神アソビノウタ」とい

う部類名は，第四次本（甲）系統の兼行本には「神楽歌」となっており，第四次本（乙）系統の六

条木・清輔本および第五次本系統諸本は「神あそびのうた」となっている．そこで,’『古今訓点抄』

の部類名が第四次・第五次本に近いとすれば，「恋一」などとあるのは，「恋歌一」などの誤りなの

かも.しれない．

　　　（二）　徴標による検討

　①　「幽仙法師」と「幽仙律師」

　伝本によって, 393番の作者名を「幽仙律師」とするもの，「幽仙法師」「律師幽仙」とするもの

かある．即ち，基俊本・六条家本・清輔本・雅経木・永暦二年本・昭和切等は「幽仙律師」，筋切

木・元永本・兼行本・建久二年本・高野切等は「律師幽仙」となっているのに対して，伝寂蓮筆本

・寂恵校合俊成本・伊達本・貞応木・嘉禄本等に「幽仙法師」となっていることを知るのである．

そのうち，寂恵本には「律師幽仙俊本」とあり，寂恵が校合に用いた俊成本には「律師幽仙」とあ

ったことを知る．「幽仙法師」とあることについては，西下経一博士唯2）が説かれたように，定家

本に通じて見られる特徴であり，博士はこれを定家の失勘だと述べておられる．『古今訓点抄』は

　「幽仙法師」となっており，定家本と同様である.

　②　「まくらことは」と「まろらことば」

　仮名序の「それまくらことは，春の花にほひすくなくして」にある「まくら」は，諸木まちまち

であって，第一次本の基俊本は「まろら」，第二次本の筋切本・唐紙巻子本・元永本は「まくらこ

とば」も「まろらことば」も存しない．それに対して，私稿本および第四次・第五次本は，いずれ

も「まくらことは」となっている．『古今訓点抄』は，「マクラコトバ春ノ花」（48行）とあり，第

四次・第五次本と一致する．且，この個所は，「まくらことばに春の花」とする第四次本の兼行本

・六条家本・清輔木，第五次本の藤原教長木・俊成本系統の永暦二年本・昭和切・建久本等の諸本

と，「まくらことは春の花」（「に」が無い.）とする俊成本系統の寂恵木・伝寂蓮筆本および定家

本とに大別される．『古今訓点抄』のこの個所の本文は，かくて第五次本の中でも，定家本と近い

関係にあると言えそうである.

　③　「ことならば」と「ごとならば」

　問題は「こ」の清濁にある.r古今訓点抄』には，「ゴトナラハ」(176＼「ゴトナラバ」(372)が

有る．これは，次の和歌のそれぞれ第一句を抜抄したものと考えられる．

０ことならは君とまるへくにほはなんかへすは花のうきにやはあらぬ(395番）

○ことならは言のはさへもきえななむみれは涙のたきまさりけり(854番）

　ところで，「こ」の清濁については，早く橘本進吉博士の高説がある（注3,.即ち，博士は，「ごと

ならば」と濁るのは，「定家の説を伝へた二条家の流に於て」であり，それに対して，六条家流の
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　「顕昭の古今集注には、巻二のコトナラハ､と巻八のコトナラハのコトに何れも一点を加へて清音に

読むべき事を示してゐる」と述べ、「こ」の清濁が家流の違いを示すことを明らかにされた．この

対立の存在したことは、秋永一枝氏の大著（ａ､）によって認めることが出来る．かくて、『古今訓点

抄』のこの個処が、二条家流の読みを伝えているものと考えられるのである.

　④　「アサカ山」と「アザカ山」

　　「古今訓点抄」には、「アサカ山」(12)と並んで「他流アザカ山」とあ･る．『古今和歌集声点本

の研究資料篇』によれば、「アザカ山」は『顕昭古今集序往』に見える.

　⑤　「ユキカヒヂ」と「ユキカヨヒチ」

　　「古今訓点抄」には、「ユキカヒヂ」(374)と並んで、「ユキカヨヒチト　イ本如此」とある．後

者は、久曽神博士『古今和歌集成立論・資料篇』によれば、六条家本・後鳥羽院本に見える.

　･⑥　「ケヽレ（平平平）」と「ケヽレ（士上上）」

　　『古今訓点抄』には、「ケヽレナク（平平平上上）」(534)の右に、「私追記ケヽレ（上.上上）如

此当流二勁セルモアリ」とある．『古今和歌集声点本の研究資料篇』によれば、「ケヽレ（平平･平）」

は「伏見宮家木古今和歌集」『平仮名木顕昭古今集注』（天理図轡館蔵・大東急記念文庫蔵）なら

びに『寂志木古今和歌集加注』に見え、「ケヽレ（上上上）」は「梅沢家本古今和歌集」「中院本古

今和歌集」『陽明本古今和歌集』r高松宮家嘉禄本古今和歌集』『伊達家本古今和歌集Ｊr古今私

秘偉』「頓阿莫筆古今集声句点」に見える．前者は主として六条家流を伝えるもの、後者は二条家

流を伝えるものと考えられる.「古今訓点抄」の「当流」には、したがって、二の両家流が混在し

ていたものと推測せられる.

　⑦　「アハノスケ」

　　『古今訓点抄』には、「アハノスケ」(431)の右に「安房」と書き、左に「私記或木阿波云々追

可記」とある．要は「安房」か「阿波」かの違いにあるわけであるが、明らかに「安房」とある伝

本は、わずかに志香須賀本のみである．一方、「阿波」とあるのは、元永本・伊達本・嘉禄本であ

る．（ｲUjはかな書き）．校合に用いた本に「阿波」とあったとすれば､･それが定家本であった可能性

がある．『毘沙門堂本古今集註』には、「阿波ノスケ」を「僻事也安房介也」とある（ａ､）、

　⑧　「アキ慧子」と「アキラ慧子」

　　r古今訓点抄』392行には、この両説かあげてある．元永本に「明子」とある以外は、すべて「あ

きらけき子」「あきらけい子」であって、「あき二」は見られない.

　⑨　「サカリハモ」と「サガリバモ」

　　『古今訓点抄』399行には、「サカリハモ」を『他流』とし、「サガリバモ」を「当流」としてい

る．しかしながら、『古今和歌槃声点本の研究資料篇』によれば、「サカ､リパモ」は「寂志木古今和

歌集加注」に見え、「宛恋木古今集聞書」も同じ声調点と思われる．それに対して、「サガ｀リバモ」

とする本は、他に見えない．

　　（三）　仮名遣の検討

　’『古今訓点抄』に所用のオ・ヲの詳細な調査をとおして，山内育男氏（ao）は，『古今訓点抄』の

依った本文を親行本であろうと述べられた．

　平声にオ，上声にヲを用いる傾向の認められることは，山内氏の御指摘のとおりであるが，いま

少し具体的に，『古今訓点抄』本文と定家本（貞応本＝日本古典文学大系本，嘉禄本＝高松宮家蔵

本複製，伊達本＝笠間書院刊複製）とを比較してみよう．比較の対象は，第一音節がオまたはヲで

ある語とする．複合語の場合は，単純語にもどして調べることとする．

　　Ｉ　定家本と一致するもの　　　　　　　　．’
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　　（Ａ）　歴史的仮名遣に一致せず，声調による区別に一致する例

　オラハ　（折・72行－64番・声調点無），オリテメ（折・72-64),オノヘノ（尾上べ11-218),

オリ（折・170－389詞譜い声訓点無）,ごオリハヘ（折延・256-543),オザメテゲル（非・362－

831詞書），オシ（惜・435-981),ミヅノオ（永尾・518-1083左注），ヲゴリテ（願・29－索引70

行），カチヲム（勝臣・129-255),ヲヰビ（熾火・226―466題詞），ヲヰソハリ（置添・257―545),

ヌギヲキテ（脱置・330-745詞書），ヲモミ（重り29-694),ウレヲモミ（末重・398-891),ヲ

カナム(!;･ 351-801),タヽヲム（忠臣・353-809),ヲリテ（織・414-925),ヲトヅレジ（訪･

427-963),ヲモニ（重荷・490-1058)

　　　（Ｂ）　歴史的仮名遣とー･致し，声調による区別とも一致する例

　オホササキ（大鵬知・10－索引22),オホヨソ（凡・23－索引56),オモフ（思・32－索引86. 273-

611),オホイマウチキミ（大臣・56－ 7 左注），オイ（老・64-36),オキカゼ（興風・84-101),

オチニ牛卜（落・116―226),オチタギツ（落洽・415-928),オヒヌモノユヘ（生・120-231),

オモヒハ（思・128-254),オホサハノ池（大沢の池・133-275詞書），オモホエテ（思・154-351),

オキテ（置・17－索引38),オキテシユケハ（置・164-375・嘉禄本伊達本「をー」），オホミキ

　（大御酒・177-397詞個:, 382-874詞書），オト（乙・184-413),オホブネ（大舟・243-508),

オヒニケリ（生・244-512＼オイセバ（生・251-530,オキベ（沖辺・251-532＼オホカハ（大

川・286-699＼オモフドチ（思同士・313-654＼オモヒクラシ（思暮・343-770,オモハメ（思

・351―793),オモヘハ（思・358-822),オク（置・364-842),オモヒヌルカナ（思・365-842).

オモヒ（思・366―843詞椙:, 416-930).オロシテゲリ（下・370―847詞智:），オロシ（下・382－

874詞譜:），オホハラノ（大原野・380－871詞書），オホハラヤ（大原・380－871），オキｏ=ト385-

874),オモテ（而・388-883),オホアラギ（大荒木・400－892），オヒヌレハ（老・401-892),

オホミアソビ（御遊・403-903),オキツ（興津・407―914),オキッナミ（沖浪・408-915),オ

モヒセク（思塞り16－930），オモヒコシヂ（思越路・435―979),オキヰテ（起居り40－993），

オモヘトモ（思・447－1001），オボホレム（溺・461-1003).オホナホヒノウタ（大直毘歌・496-

1069題詞），ヲミナヘシ（女郎花・28－索引67, 115-226, 197-437),ヲチコチノ（遠近・61-29),

ヲチニテモ（遠方・166－380），ヲカタマノキ（小賀玉一木・193-431題詞），アラヲダ（荒小田・

355-817),ヲノ（小野・396―886),ヲチカタビト（遠方入り64－1007），ヤケヲリ（焼居・478－

1030），ヲブネ（小舟・503-1073)

　　Ⅱ　定家本と一致しないもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

　　（Ａ）　定家本が歴史的仮名遣に一致，「古今訓点抄」が一致せぬもの　　　’

　　　（ア）　定家本が声調の区別に一致するもの

　オムネ聯|点抄》－をむね《定家本）り（下野雄宗・302－728），オル聯|））－をるQ（定》（居・468

― 1011, 472―1023).タオサ伺0－たをさ《定》（田長・469－1013），ヲヒニケリ　暗川－おひ

にけり《定》（生・511-1079),ヲチツモリ　暗川－おちつもりQ（定）り（落積・531-1096)

（イ） 『古今訓点抄』が声調の区別に一致するもの

　ヲツシカツチノ隠lj－おふしかうちのみつねg定l（凡河内・47－索引128),オリテゲルカナ

　旧０－をりてけるかな《定＝伊達本，貞応本嘉禄木「折」》（折・8,3－100），ヲクトハm0－

おくとは|定》（置・237―486),ヲキテ側0－おきて《定））（置・281-641)

　　（Ｂ）　『古今訓点抄』が歴史的仮名遣に一致し，定家本が一致せぬもの

　　　（ア）　定家本が声調の区別に一致するもの，　　　　＼

　オコセタリ　伺川一をこせたり《定》（遣・304-736詞書）,･ヲサ暗川一おさ《定》（晟・338－
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758),オレルコヽ口《3111 －をれるこゝろa定l（織・452-1002)

（ｲ） 『古今訓点抄』が声調の区別に一致するもの

　ヲクロザキ《S|in＼一おくろさき《定l（小黒崎・523―1090)

　以上のごとくであって，定家本と一致するものは約80例である．そのうち，約20例は歴史的仮名

遣に合致しないものであるが，平声にはオ，上声にはヲの使い分けが認められる．他の60例は，歴

史的仮名遣に合致するものであり，同時に平声オ・上.声ヲの使い分けがなされていると見ることも

可能な例である．たｙし，これは，歴史的仮名遣と，平声オ・上声ヲという後代の表記上の規範と

が偶然一致したものかも知れないから，その点の考慮を要する．

　上.に対して，定家本と一致せぬものは14例である．そのうち，平声オ・上.声ヲの認められるもの

は，定家本に９例，「古今訓点抄」に５例ある．

　以上のとおり，『古今訓点抄』において，平声オ・上声ヲの使い分けの傾向は明らかに認められ

る．次いで格助詞「ヲ」の表記を調べてみると，次下のごとき結果を得るのである．

　このように，

であろう．

白白(/■'Tt/^'S'bR Iﾐ］］jjjljjy゛I’

平声点の付いているもの　　｛

オ／/……2

声調点の付いていないもの　ドサブ

声調点の有無ならびに上・平声点に関わり無く，ヲ表記が守られていると見てよい

　以上のオ・ヲ表記の実態からは，「古今訓点抄」本文と定家本との間に，密接な関係の存するこ

とが推測され得るのである．　　　　　　　　　　｀

　ところで，いわゆる定家仮名遣にば(ffi7) ,改めて言うまでもなく，オ・ヲの使い分けのほかに種

々の内容を含んでおり，したがって，それらとの関係についても検討せねばならないであろう．も

っとも『仮名文字遣』の成立が貞治二年(1363)以後と推定せられているのに対して，r古今訓点

抄』は嘉元三年(1305)正月二十九日の識語を有していて，r仮名文字遣』が『古今訓点抄』に直

接影響を与えたとは考えがたいのであるが，同時に定家本古今和歌集の表記とも調べ合せることに

よって『仮名文字遣』の内容は有効に利用し得ると考える．「下官集」およびr仮名文字遣』は，

いずれも「国語学大系」所収本を用いる．

　Ｉ　歴史的仮名遣・定家仮名遣の双方に合致せぬもの

①　コエ(253-539)「下官集」「こゑ」，定家本「こゑ」　たゞ｀し，「古今訓点抄」には「コヱ」

　　(156-359)も有る.

②　スエノマツヤマ(526-1093)『下官集』「f反名文字遣」「すゑ」，定家本「すゑ」

③　ツラツエ(489―1056)「下官集」「つゑ」，「仮名文字遣」は「つらつえ」「つらつゑ」両様．

　定家本「つらつゑ」

④　キコヘニ(382-874)「仮名文字遣」「きこえて」，定家本「きこえに」

⑤　キコヘツカナム(443-998)『下官集』「聞え」，定家本「きこえ」
　　　　　　　○

⑥　キヘナヽム

　　　　　○

(373-854)「下官集」「きえかへり」，「仮名文字遣」「きえて」，定家本「きえ」



⑦
タ
　
Ｆ

「古今訓点抄」品詞別索引並に覚え書　　　　（東辻）
69

　タヘヌト(351-793)「下官集」「継たえ」，定家木「たえ」，たゞし，『古今訓点抄』には

エ」(353―810, 358―852)も有る．

⑧　オイセハ(251-531)「仮名文字遣」「おひて・生テ」．だゞ｀し，『古今訓点抄』には「オヒ」

(244-512)も有る．

　　Ｈ　歴史的仮名遣に合致せず，定家仮名遣Ｒ:合致するもの

　①　モノユヘ(120-231)「下官集」「ゆへ・ことのゆへ」，定家本「ゆぺ」

　.②　オヒヌレハ（老り01―892),オヒヌモノ耳へ（120－231）『仮名文字遣』「おひぬれは・お

いぬ共老」，定家本「おいぬ」，たｙし, 231番は伊達木のみ「おひぬ」とある.

　③　牛リトヲス（238－492）『仮名文字遣』「おち滝つ岩きりと越し」，定家本「とおす」．『古今

訓点抄』は「ヲ」に平声点が付けられている.

　④　シホルレハ（41－索引106)『仮名文字遣』「しほる」，定家本「しほるれは」

　⑧　クヒノヤチタビ(393-837)貞応本・伊達本「くひ」，嘉禄本「くゐ」

　⑥　ナヲナゲカレヌ(450-1001)貞応本「猶」，伊達本・嘉禄本「なを」

　以上によれば,定家仮名遣に合致するもののある反面，とくに，ヱ→エ，エ→へという表記におい

て合致せぬものがある．またi「ミナハ」(267-573)は，定家本「みなわ」であるのに対して，「仮

名文字遣」では「あは」となっており，「カクナワ」（447－1001）は，定家本「かくなわ」である

のに対して，『仮名文字遣』では「かくなは」となっている.

　「カハセウエウ」（101－170詞書）は，定家本「かはせうえう」であるのに対して，『仮名文字

遣』では「かハせうよう」となっているl　また，「枝モタワヽニ」(115-223)は，貞応本・伊達本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○　　　　ゝ　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　・　「たわゝ」右傍に「とをゝ」，嘉禄本「とをゝ」とあるのに対して，「仮名文字遣」では，「たハヽ･」

となっている．等のごとき，定家木と「仮名文字遣」との間に表記の差異もあることであ.り，これ

らの例では，一見『古今訓点抄』が定家本に従ったかの印象を受けるのであるが，「カクナワ」「カ

パセウエウ」「タワヽ」等は，いずれも歴史的仮名遣に一致する表記であるから，これを直ちに定

家本の表記に従ったものとは判断し得ない．

　二条家に伝授された古今集であるならば，いわゆる定家仮名遣を規準としているであろうこ,と

は，最も予測し易いことではある．しかしな.が飢以上の検討の結果からは，オ・ヲを除いては，

　『古今訓点抄』は必ずしも定家仮名遣を忠実に守っているとは言いがたいのである．

　声調によるオ・ヲの書き分けそのことについては，先学の御指摘のあるとおりa-6
8),既に定家

の前に行なわれていたことである．したがって，声調によるオ・ヲの書き分けめ事実のみを以てし

ては，それか必ずしも，直ちに定家仮名遣に従っていたことの証拠とはなり得ないと考えるのであ

る．

　　　（四）　本文の系統について

　『古今訓点抄』本文の系統は，なお不明と言わねばならない．山内育男氏の言われるとおりであ

る畦9）.次下に，久曽神博士著「古今和歌集成立論」によって認め得た，定家本以外の本文を列

記し，卑見を述べておこうと思う．何かの役に立とうかと思うからである．各項の頭の数字は『古

今訓点抄』の行数を示し，後の数字は国歌大観番号を示す.

　141　モテイナム(309)　次の諸本に合致する．私稿本・基俊本・筋切本・建久本・寂恵本（「も

ていてなん」とある傍に「て俊木元此字」）

　147　小野タカムラ朝臣(335)　筋切本に「小野篁朝臣」とあるほか，すべて「小野たかむらの
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朝臣」

　177　オホミキナムト(397詞宿:）　私稿本・基俊本・永治本に合致する．他は「おほみきなと」

　186　ミコノイヒケウクカリシテ(418詞書）　合致する本無し.最も近いのは、定家本などの「み

このいひけらくかりして」である.

　184　タムケ山ニテョメル(420詞個:）　私稿本・基良木・雅俗山庄本・静嘉堂本・永治水・前田

木・雅経木・建久本に合致する．他木「よみける」

　190　人ノトヨムル(423)　合致する本無し．他本「人を」、

　192　ハルシナハレテ(428)　合致する本無し、「はるしなけれは」の誤写か.

　192　モノハカナメテ(428)「ものはなかめて」の誤写であろうか．ただし、私稿本・建久本

に「ものはかなめて」かおる.

　203　ソムルハカリソ(444)　合致する木無し.

　207　ウハタマノ（449）　合致するのは次下の諸本である．筋切本・六条家本・雅経木・永暦本

・昭和切・建久本・寂恵木・伊達本．なお、永治本・前田本・天理本には、「む」の右に朱で「ウ」

の書き入れがある.

　224　アカスチラシク(464)　他本すべて「あかすちらしし」である．山内氏の御意見のとおり

誤写であろう.

　239　アリテソフ(493)　他木「ありといふを」「アリテフヲ」「あ’りてふを」.r古今訓点抄』が

　「ヲ」を「ソ」と誤ったのであろうか.

　246　ナラハレモノヲ(518)　木阿弥切以外は「ならはしものを」である．これも山内氏の御指

摘のごとく、『古今訓点抄』の誤写であろう.

　250　アラヌモノカラ(529)　元永木・筋切木・唐紙巻子本・雅経木・六条家本･.寛親木・前田

本に合致する.

　262　ツヽメトモ袖ニイタラヌ(556)　合致する木無し．「そてにたまらぬ」と「ﾈ111にとまらぬ」

の二種か見える.

　265　イキモヤスルトコヽロミム(568)　合致する蔵本は次のとおりである．志香須賀木・基俊

木・六条家本・寛親木・永治木・前田本・天理本・後鳥羽院本・雅経木・建久本・中山切.

　267　イナハモソヨト(584)　志香須賀本・基俊本・元永本・中山切・永暦本に合致する.

　269　セウソコストテ(589詞書）　合致する本無し．他木（元永本を除く）「せうそこすときゝ

て」

　282　タチヌヘシ(642)　六条家本（傍記ミ）・中山切に合致する.

　292　ワカレナメ(717)　合致する諸本は次のとおりである．大江切・久海切・志香須賀木・基’

俊本・元永本・関戸本・雅俗山庄本・六条家本・寛親木・前田木・天理本・後鳥羽院本・永暦本・

建久本・中山切

　311　ウハタマノ（647）　建久本のみ一致する．他は「む」

　317　コキデナム(669)　元永本・雅経木・永暦本・中山切に合致する.

　333　ホニハアラテ(747詞書）　合致する諸本は次のとおりである．基俊本・元永木・唐紙巻子

本・雅俗山庄本・六条家本・寛親木・永治本・前田木・天理本・後鳥羽院本.

　336　ナキタルアマノ（753）　後鳥羽院本に「なきだるあ窟の」とあるのと同じである．中山切

が「そらの」とある以外は「あさの」である．山内氏に詳しい御説明かある（おo）.

　340　ナニシナニトテ《7621　合致する木無し．山内氏御指摘のごとく「としふれはこゝろやか

はるあきのよのあくるもしらすねしはなにとき」（基俊木）第五句の異伝か．あるいは、「ネシハナ

ニトキ」の誤写か．（稲賀敬二先生の御教示）．
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　370　ナリニケリ(847詞書）　柚木すべて「なりぬなり」である.

　386　ウリカコクモ（876）「ウリカ」は「ウッリカ」の誤脱であろう.

　391　タムラノミカトノ御時斎院二侍ケル（885）　合致する諸本は次のとおりである．志香須賀

本・基俊本・元永木・六条家木・寛親木・前田本・天理木・後鳥羽院本・右ヱ門切.他本「御時に」

　422　イツラワカ身ハ(943)　合致する諸木は次のとおりである．志香須賀木・基俊本・雅俗山

庄木・六条家本・寛親木・永治木・高野切・前田木・天理木・雅経木・建久本.　　　　　＼

　471　マクリテニシテ((10221り　志香須賀木・基俊本に合致する．「いかにしてこひをかくさんく

れなゐのやしほのころもまくりてにして」

　482　ツケモアヘナクニ《1047》　志香須賀本に見える．「あはなくにゆふけをとへはぬさにちる

わかころもてはつけもあへなくに」

　485　ツクルメリ（1051）　志香須賀本・元永本・寛親木・建久本に合致する．他木は「なり」

　「也」．『古今訓点抄』は「メ」の右に「ナ」の書き入れがあり，「私追記ナリ証本如此」とある．

定家本などで校合したものであろう.

　487　クス(1054)　他木すべて「くそ」

　520　アフミチヤ110861り　基俊本に合致する.

　525　シハシハカリソ《1092》　志香須賀本に合致する．「もかみ川のほれはくたるいなふねのい

なにはあらすしはしはかりそ」

　519　仁和ノ御ヘウノ（1085）　前田本の傍注および後鳥羽院本注記にあるのと合致する．他木

はすべて「おほむへ」「御へ」などと記してある．『古今訓点抄』は右傍に下ヲムベノトヨム　ウノ

字は不読云々」と注記している．とすると，『古今訓点抄』は，表記上には「御へう」の系統を引

いていることになる．興味のあることに，寂恵本1086番の左注「これは今上の御へあふみのくにの

うた」･の右傍に「清陽明門院本ニハ皆御ヘウノ歌トアリ」と書き入れられているという．また，こ

の書き入れとほとんど同文のものが，寛親木・前田木・天理本にも見えるようである．その他，

1082番・1083番・1084番を見ても，「御へ」「おほむへ」とある右傍に「御へう」と書き入れられた

例が見られ，両方がかなり揺れていたことになる．語としては，日本古典文学大系「古今和歌集」

の頭注にあるごとく，「オホンニヘ」が転じたものとすれば，「オホンベ」とあるはずのどころであ

る．仮に，上に引いた書き入れが信頼し得るとすれば，貫之自筆木にも「御へう」とあ’つたことに

なる．

　以上の約30項について，それぞれが，第一次木から第五次本までの諸本のいずれかと合致してい

る中で，最も次数の若い伝本によって整理してみると次下のとおりである．左の数字は『古今訓点

抄』の行数，右のは国歌大観番号である．

志香須賀本と
合致するもの

482 － 110472》

485 ―!051

525 － 《1092))

　基俊本と合致

　するもの

0141 － 309

O177 － 397詞

0187 － 420

　333 － 747詞

　520 － 《1086))

○印は私稿本とも
合致するもの

に烈尉昌゛木|　　モ　　・

265 ― 568

267 - 584

292 － 717

391 － 885

422 － 943

471 － 《i:iO22J

百岩‰Ei)

(HI ― 335

(201 ― 449

(監晨29

曾元?69

/192 ― 428

(乱ごが7

('336 ― 753
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次にｰ一致本の無いものは，下のとおりである．記草要領は上に準ずる.･○印は，上述において誤

写ないしは誤脱であろうと見たものである．

　　　　O186―418,　　　190-423,　　0192―428,　　O192-428,　　　203-44も

　　　　O224-464,　　O239-493,　　O246-518,　　　262-556,　　　269-589,

　　　０？340-1762)),　O386-876,　　　370-847, ■　　487-1054.

　『古今訓点抄』は，このように各種伝本の要素を含有しておりレ山内氏が混態本と呼ばれるのに

ふさわしい本文である．た剔混態本'とは言うものの，．そこには，第一次本である志香須賀本や基

俊本庄原み見られる歌句(《1022》, 11047)), ((108.6)),((1092)))を含有していることは注目してよ

かろう.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●，

　さて，ここで，この覚え書の一応のまとめをしておこう．

　本文の性格は，部類名からは第四次・五次本に合致す名ものと考えられるのであるが，上述めご

とく，第一次本のみの有する歌句も含まれており，全休として，ある二つの系統に属するものでは

ない．また，定家本の系統を引いている可能性にういでは，仮名遣の検討からは，それを積極的に

立証し得る結果か出てこない．　　　　　　　　゛∧　　　　　　　　　　　　　ト

　このようなことは，声調点についても言えることである．即ち，徴標による検討では，ある語句

については，二条家流の声調を伝えていることかわかるが，また他方においては，六条家流の声調

を伝えているところかある．したがって，小稿の考察からは，『古今訓点抄』は，すっきりした系

譜の上に載るものではないこと，即ち混態本とか中間本,とか呼ばれてきたことを再確認するにとど

まるわけである．ただし,二アクセンド使の資料として見る場合には，別途考慮すべき問題を含んでｌ

いるといえる／　　　　　　　　　　‘

（注）

１．久曽神　昇博士「古今和歌集成立論,･研究篇」（昭和36 ・10）

2ン「古今集の伝本の研究」（昭和29 ・11）

3.「「ことさけぱ」の「とと」と如の「ごと」」（国語と国文学･第17巻第10号）のちに「上代語の研究」

　に再録．なお，秋永一枝氏にアクセント面からの詳説があ石．「古代のアクセント註記からみた古今和歌集

　解釈の諸問題」（国文学研究・第12輯）参照．

４．「古今和歌集声点本の研究資料篇」（昭47・ 3）．　へ

５．「未刊国文古註釈大系・第四巻」による．　　　　」　　　．

６．「「古今訓点抄」私見」（国語・第16巻第１号）｀

７．山内育男氏「かなづかいの歴史」（「講座国譜史２音韻史・文字史」昭47・9所収）参照

８．小林芳規先生「将門記承徳点本の仮名遣をめぐって」ﾀﾞ（国文学放・第49号）

　　小松英雄氏「日本声調史論考」（昭46・4）　　　　　　　　　　　ニ

9一注６に同じ.‘　　　　　　　　　　　　　＼　　，

10.注６に同じ．

＜追　記＞

　　　御教示いたゞいた稲賀敬二先生.文献閲覧に便宜をおはか町いたゞいた岸田武夫･為損貞一両

　　　　　　■　　　　　　　　　　　Ｆ　　　･●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　●　先生に感謝の意を捧げます．ノ　’゛　　　　．，　　．，

　　　最後に，この索引の出来上るまでの経過を明らかにしておく.

　　r古今訓点抄』読解の過程で参加したのは，池田晴・長船幸夫・増田久雄（以上，文理学部国文

学専攻学生）・東辻保和である．次い

名が当り，ヵ－ド整理・逆引きには増

で，澱引のカード取りの段階では，池田・増田・東辻の三

岫（暇辻が当った．その後数次にわたる検討と清書とを東

辻が行なった．また，付載した「覚え書」の第三節「仮名遣の検討」は，増田と東辻･とがそれぞ

れ別個に調査したものを持ち寄り，東辻が椙め巡ものである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　（昭和47年９月2.8日受理）
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